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－
一
一
九
二
五
年
三
月
の
金
属
機
械
工
の
ス
ト
に
よ
せ
て
i

桐

生

尚

武

西

【
要
約
】
　
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
イ
ヵ
リ
ス
ト
は
そ
の
理
想
と
し
て
階
級
協
調
を
、
つ
ま
り
国
民
の
崇
高
な
利
害
へ
の
労
働
者
、
雇
用
主
の
個
別
利
害
の

従
属
を
掲
げ
る
。
彼
ら
の
描
く
図
式
は
階
級
協
調
に
よ
る
生
産
の
増
大
雌
国
民
的
富
の
増
大
肌
国
民
の
幸
福
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
だ
が
二
五
年
末
ま
で
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
基
礎
の
不
安
定
な
段
階
に
あ
っ
て
は
、
雇
用
主
側
の
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
に
対
す
る
不
信
や
、
労
働
者
の
伝

統
的
組
織
へ
の
忠
実
さ
、
そ
し
て
二
四
年
六
月
に
発
生
し
た
マ
ッ
テ
オ
ッ
テ
ィ
暗
殺
事
件
後
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
総
体
の
危
機
と
あ
い
ま
っ
て
、
情
勢
打
開
の

た
め
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
イ
ヵ
リ
ス
ト
も
ス
ト
の
重
要
な
側
面
を
領
導
す
る
。
そ
の
頂
点
に
位
置
す
る
の
が
本
稿
で
対
象
と
す
る
二
五
年
三
月
の
金
属

機
械
工
の
ス
ト
で
あ
る
。

　
本
稿
は
こ
の
ス
ト
を
通
じ
て
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
理
念
と
現
実
と
の
相
克
を
検
討
し
、
そ
し
て
フ
ァ
シ
ス
ト
が
当
初
い
だ
い
て
い
た

組
合
事
象
の
方
向
と
は
逆
に
、
組
合
が
国
家
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
史
林
大
O
巻
一
一
号
　
一
九
七
七
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

ロ
ー
マ
進
軍
に
よ
り
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
権
が
成
立
し
た
と
い
っ
て
も
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
自
身
き
た
る
べ
き
未
来
に
対
す
る
青
写
真
は
保
有
し

て
お
ら
ず
、
そ
の
行
く
末
は
き
わ
め
て
不
確
定
で
あ
り
、
二
五
年
宋
ま
で
の
三
年
間
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
支
配
の
安
定
化
へ
の
模
索
期
で
あ
る
。
蓄

積
さ
れ
た
内
部
矛
盾
を
か
か
え
て
動
揺
と
試
行
錯
誤
を
繰
返
す
。

一
九
三
五
年
初
め
に
モ
ス
ク
ワ
存
住
の
イ
タ
リ
ア
人
共
産
主
義
者
に
向
け
て
行
な
っ
た
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
関
す
る
講
義
』
の
中
で
P
・
ト
リ
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①

ア
ッ
テ
ィ
は
「
組
合
に
つ
い
て
語
る
こ
と
な
く
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
な
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
の

重
要
性
を
強
調
し
た
が
、
ま
さ
し
く
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
大
衆
組
織
の
一
つ
を
構
成
し
て
い
る
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
も
、
そ
の
大
衆
性
の
故
に
一
層
複

雑
な
問
題
を
内
包
し
て
い
た
。

　
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
は
国
民
の
崇
高
な
利
害
へ
の
労
働
表
、
雇
用
主
の
個
別
利
害
の
服
従
、
生
産
活
動
を
阻
害
す
る
も
の
と

し
て
の
階
級
闘
争
の
否
定
と
階
級
協
調
に
基
づ
く
生
産
の
増
大
を
そ
の
組
織
原
理
に
掲
げ
、
も
っ
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
、
更
に
は
フ
ァ
シ
ズ
ム

国
家
の
経
済
的
分
野
の
担
い
手
た
る
こ
と
を
誇
称
す
る
。
だ
が
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
理
念
で
あ
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
自
体
の
方
向
性
の
あ
い
ま
い

な
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
は
、
特
に
工
業
部
門
で
の
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
の
弱
体
さ
も
あ
っ
て
、
経
営
者
側
の
冷
淡
な
態
度
に
遭
遇
す
る
。
こ
う
し

た
雇
用
主
側
の
態
度
と
、
旧
来
の
左
翼
系
組
織
と
の
競
合
の
た
め
に
も
、
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
は
そ
の
組
合
員
の
支
持
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
す

る
た
め
、
い
や
お
う
な
く
争
議
の
重
要
な
局
面
を
領
導
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
二
四
年
六
月
に
突
発
し
た
フ
ァ
シ
ス
ト
に
よ
る
マ
ッ
テ
オ

ッ
テ
ィ
暗
殺
事
件
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
総
体
の
危
機
的
状
況
、
守
勢
へ
の
移
行
と
、
左
翼
系
組
織
の
四
千
と
い
う
現
実
に
あ
っ

て
は
、
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
は
こ
う
し
て
開
始
さ
れ
た
二
五
年
三
月
の
金
属
機
械
工
の
ス
ト
に
焦
点
を
あ
て
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
理
念
と
現
実

と
の
椙
克
、
そ
し
て
そ
の
行
き
つ
く
先
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
金
属
機
械
工
は
労
働
総
同
盟
（
C
G
L
）
傘
下
の
金
属
労
連
（
F
1
0
M
）
の
影
響
力
が
強
く
、
フ
ァ
シ
ス
ト
に
よ
り
口
火
を
切
ら
れ
た
ス

ト
は
、
F
工
O
M
の
介
入
を
も
っ
て
、
労
働
協
約
の
交
渉
権
を
ど
ち
ら
が
量
る
か
と
い
う
点
で
、
必
然
的
に
政
治
化
し
、
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
の

真
価
が
聞
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
だ
が
フ
ァ
シ
ス
ト
系
の
新
聞
自
体
が
「
経
済
的
利
害
の
諸
問
題
を
、
観
念
的
利
害
に
、
あ
る
点
ま
で
抽
象
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
利
害
の
諸
問
題
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
現
実
と
衝
突
し
て
い
る
」
と
記
し
だ
よ
う
に
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
に

と
っ
て
、
理
念
と
現
実
と
の
対
立
は
、
そ
の
理
念
の
抽
象
性
の
故
に
よ
り
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
ム
ヅ
ソ
リ
ー
二
は
と
い
え
ば
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ソ
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
の
階
級
協
調
の
基
本
原
則
は
、
生
産
の
増
大
目
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
安
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定
と
い
う
面
で
も
、
そ
し
て
と
り
わ
け
そ
れ
以
前
の
階
級
原
理
を
基
礎
と
し
た
「
自
由
・
民
主
主
義
政
府
」
と
異
な
っ
た
国
内
の
全
要
素
の
調

和
に
よ
る
園
民
的
政
府
と
い
う
方
向
か
ら
も
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
　
フ
ー
ノ
シ
ス
ト
・
サ
ソ
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
の
　
「
行
き
過

ぎ
」
に
は
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ざ
る
を
え
な
い
。
基
礎
の
不
安
定
な
こ
の
時
期
に
は
、
経
済
界
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
り
、
工
業
家
と
の
笹
鮨
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
C
G
L
を
加
え
た
よ
り
広
範
な
労
働
戦
線
の
統
一
と
い
う
彼
年
来
の
「
労
働
党
」
構
想
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
に
不
信
感
を
懐
い
て
お
り
、
と
り
わ
け
国
家
機
関
と
な
っ
て
フ
ァ
シ

ズ
ム
国
家
の
経
済
機
能
を
担
う
と
い
う
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
の
自
律
主
義
に
は
、
基
本
的
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
と
っ
て
は

組
合
は
自
己
の
支
配
の
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
っ
た
。

　
他
方
、
工
業
家
は
と
い
え
ば
、
工
場
内
で
の
最
低
限
度
の
規
律
は
生
産
の
維
持
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
経
済
の
拡
大
期
に
あ
っ
て
、
よ
り
以

上
の
労
働
力
を
必
要
と
し
て
い
る
局
面
に
あ
っ
て
は
、
他
の
分
野
で
猛
威
を
ふ
る
っ
た
フ
ァ
シ
ス
ト
の
テ
ロ
も
工
場
内
に
は
及
ば
ず
、
そ
し
て

工
業
家
は
先
行
き
の
不
安
定
な
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
よ
り
も
、
労
働
者
問
に
多
数
を
維
持
し
て
い
る
旧
来
の
左
翼
系
組
織
と
の
関
係
を
依
然
と
し

て
維
持
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
う
し
て
ス
ト
終
結
後
、
政
治
情
勢
の
安
定
化
と
あ
い
ま
っ
て
、
組
合
秩
序
も
新
た
な
再
編
成
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
①
　
℃
鉱
ヨ
埠
。
月
。
α
q
一
す
蓬
、
卜
器
帖
§
馬
恥
ミ
誉
駐
§
o
、
甥
。
ヨ
ρ
お
日
ρ
や
お
■
　
　
　
　
　
　
誉
誉
越
錯
～
窄
賦
．
§
き
さ
お
①
9
噂
や
ω
。
。
O
。
・
σ
q
σ
q
「
（
以
下
本
書
は
ミ
請
。
・
o
§
嵐
H

　
②
　
《
閏
℃
0
8
y
憎
。
。
騨
♪
℃
議
。
お
器
・
ぎ
閃
。
同
象
ロ
雪
山
o
O
o
a
o
＜
ρ
卜
“
ミ
軌
賢
慧
　
　
　
　
　
と
略
す
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

　
　
織
職
恥
§
§
遷
蔑
誉
砺
鼠
防
州
N
ミ
恥
－
遣
恥
黛
切
ρ
ユ
同
り
謹
．
唱
や
．
旨
O
占
9
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
本
稿
は
筆
者
の
一
連
の
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
研
究
の
一
部
を
な

　
③
　
男
Φ
謡
o
U
。
鳴
。
一
8
0
噛
ぎ
へ
題
乱
軌
ミ
亀
誉
恥
駐
欝
暦
寒
鳥
§
Q
ミ
恥
ミ
§
、
　
　
　
　
す
も
の
で
あ
る
。
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ス
ト
の
背
景

　

一
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ン
チ
ィ
カ
り
ズ
ム

（イ
タ
リ
ア
経
済
は
一
九
二
二
年
の
う
ち
に
戦
後
の
危
機
を
脱
出
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
①

そ
の
拡
大
局
面
に
入
る
。

二
三
年
i
二
五
年
の
三
年
聞
は
統
一
以
下
前
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例
の
な
い
経
済
発
展
の
時
期
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
労
働
者
の
生
活
を
犠
牲
に
し
た
低
コ
ス
ト
と
イ
ン
フ
レ
陪
リ
ラ
の
価
値
下
落
に
よ
る
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

競
争
場
裡
で
の
イ
タ
リ
ア
製
品
の
強
い
競
争
力
に
負
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
に
も
低
賃
金
と
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
生
活
悪
化
は
労
働
者
の
不
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
と
し
て
も
そ
の
労
働
者
に
隠
す
る
威
信
に
か
け
て
も
賃
金
切
り
下
げ
と
い
う
雇
用
主
側
の
攻
勢
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

手
を
こ
ま
ね
い
て
は
お
れ
な
い
。
こ
と
に
マ
ッ
テ
オ
ッ
テ
ィ
暗
殺
事
件
以
後
は
、
一
時
的
に
も
せ
よ
勢
力
を
圓
復
し
て
き
た
C
G
L
と
の
対
抗

上
か
ら
も
、
雇
用
主
側
と
の
対
決
姿
勢
を
強
め
、
直
接
行
動
を
強
化
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ソ
フ
イ
ン
ド
ウ
ス
ト
リ
ア

　
ど
こ
ま
で
が
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
の
手
に
な
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
工
業
家
の
全
国
組
織
た
る
工
業
総
同
盟
の
機
関
紙
が
二
五
年
三
月
に
発
表

し
た
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
四
年
の
五
月
ま
で
、
す
な
わ
ち
マ
ッ
テ
オ
ッ
テ
ィ
暗
殺
事
件
突
発
直
前
ま
で
の
五
ヵ
月
間
の
ス
ト
件
数
は
八
八
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

参
加
人
員
塗
二
、
一
五
一
人
、
そ
の
後
の
五
ヵ
月
間
は
そ
れ
ぞ
れ
＝
ハ
八
件
、
五
七
、
工
四
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
国
民
経
済
省
官
房

長
G
・
マ
ロ
ヅ
ラ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
二
五
年
の
最
初
の
三
ヵ
月
間
の
ス
ト
件
数
、
参
加
人
員
は
三
一
三
件
、
一
八
万
五
千
人
で
、
内
訳
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

月
五
三
件
、
二
月
七
九
件
、
三
月
八
一
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
で
は
次
に
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
理
念
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
一
九
二
一
年
十
月
三
一
日
の
戦
闘
フ
ァ
ッ
シ
中
央
委
員
会
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
国
民
の
崇
高
な
利
害
の
名
の
も
と
に
、
産
業
家
と
労
働
者
は
、
一
切
の
可
能
な
る
一
致
の
道
を
追
究
す
べ
き
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
工
一
年

一
二
月
に
採
択
さ
れ
た
党
綱
領
で
は
協
国
体
は
「
国
民
的
連
帯
の
表
現
」
「
生
産
の
発
展
手
段
」
と
い
う
二
つ
の
霞
標
に
従
っ
て
促
進
さ
れ
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

き
で
あ
る
と
う
た
つ
て
い
る
。
そ
し
て
一
三
年
一
月
の
協
同
体
国
民
同
盟
（
年
末
に
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
協
同
体
総
同
盟
と
名
称
変
更
）
の
結
成
大

会
は
次
の
よ
う
な
決
議
を
採
択
し
た
。
「
①
労
働
は
、
社
会
的
同
意
に
お
い
て
完
全
で
膚
用
な
市
民
で
あ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
崇
高
な
称
号
」

で
あ
り
「
②
労
働
は
、
人
間
の
物
質
的
、
道
徳
的
、
精
神
的
安
寧
を
創
造
し
、
完
成
し
、
増
進
さ
せ
る
の
に
調
和
的
に
向
け
ら
れ
た
努
力
の
帰

因
で
あ
り
」
「
③
上
記
の
目
的
に
そ
の
活
動
を
採
用
す
る
者
で
あ
れ
、
嫁
げ
る
者
で
あ
れ
、
全
て
無
差
別
に
勤
労
者
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り

…
…
組
合
組
織
は
、
デ
マ
ゴ
ギ
ー
な
し
に
、
彼
ら
を
歓
迎
す
る
べ
き
で
あ
る
」
　
「
④
国
民
は
…
…
i
人
種
の
物
質
的
、
精
神
的
な
一
切
の
価

値
の
崇
高
な
統
合
と
理
解
さ
れ
て
1
個
人
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
階
級
の
上
に
あ
る
。
個
人
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
階
級
は
国
民
が
そ
の
よ
り
大
き
な
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偉
大
さ
を
達
成
す
る
た
め
に
利
用
す
る
手
段
で
あ
る
。
…
…
個
人
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
階
級
の
利
害
は
、
国
民
の
崇
高
な
利
害
の
枠
内
に
含
ま
れ

る
と
い
う
条
件
で
、
正
当
性
の
称
号
を
獲
得
す
る
。
⑤
組
合
組
織
は
、
階
級
以
外
に
、
祖
国
、
社
会
が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
を
普
及
さ
せ
る

　
　
　
　
⑨

べ
き
で
あ
る
」
と
生
産
諸
要
素
間
の
協
力
と
国
民
の
崇
高
な
利
害
へ
の
個
別
利
害
へ
の
従
属
を
規
定
し
て
い
る
。
更
に
二
二
年
＝
月
に
採
択

さ
れ
た
綱
領
は
以
上
の
点
を
再
確
認
す
る
。
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
全
人
民
に
関
係
し
、
だ
か
ら
国
民
に
一
致
し
、
そ
れ
で
常
に
増
大
す
る
生

産
は
国
民
的
豊
か
さ
と
そ
の
拡
大
を
増
大
さ
せ
る
の
で
、
全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
利
害
で
あ
る
と
。
そ
の
際
、
生
産
の
増
大
は
賃
金
の
減
少
の

結
果
で
は
な
く
、
生
産
手
段
に
投
下
す
べ
き
資
本
の
増
加
の
結
果
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
二
つ
の
階
級
の
み
が
存
在
す
る
の
で
は
な

く
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
文
明
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
要
素
は
階
級

闘
争
で
は
な
く
、
社
会
的
に
劣
る
グ
ル
ー
プ
は
よ
り
優
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
取
っ
て
替
ら
れ
る
と
い
う
諸
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
の
闘
争
で
あ
る
、

と
。
ま
た
生
産
の
発
展
は
国
罠
の
安
寧
の
決
定
的
要
素
な
の
で
、
そ
れ
を
麻
痺
さ
せ
る
ゼ
ネ
ス
ト
は
否
認
さ
れ
、
た
だ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ス
ト
の

　
　
　
　
　
　
⑩

み
が
許
容
さ
れ
る
。

　
要
す
る
に
生
産
諸
要
素
間
の
協
力
に
よ
る
生
産
の
増
大
は
、
国
民
の
豊
か
さ
と
偉
大
さ
の
保
障
で
あ
り
、
従
っ
て
全
人
民
の
利
害
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
、
階
級
の
個
別
利
害
に
立
脚
し
た
社
会
主
義
者
の
そ
れ
と
異
な
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ン

デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
前
記
協
同
体
国
民
同
盟
結
成
大
会
に
お
け
る
、
労
働
の
祭
典
を
五
月
一
β
か
ら
、
伝
説
上
の

ロ
ー
マ
建
国
の
日
四
月
二
一
日
に
変
更
す
る
と
い
う
決
定
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
階
級
協
調
の
論
理
を
、
協
同
体
書
記
長
E
・
ロ
ッ
ソ
ー
二
は
、
更
に
協
同
体
と
い
う
言
葉
の
採

用
に
結
び
つ
け
る
。
　
「
わ
れ
わ
れ
の
経
済
運
動
は
、
純
粋
に
イ
タ
リ
ア
的
な
言
葉
、
協
同
体
（
O
。
壱
。
類
獣
。
器
）
を
再
び
取
り
上
げ
た
。
協
同

体
は
何
を
意
味
す
る
か
。
そ
れ
は
、
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
や
専
門
に
お
け
る
区
別
を
維
持
し
つ
つ
も
、
全
て
が
同
一
の
目
的
の
た
め
に
参
加
す

る
一
定
部
門
の
生
産
の
異
な
っ
た
諸
要
素
の
統
一
で
あ
る
…
…
そ
れ
は
、
階
級
関
係
の
よ
り
大
き
な
親
密
さ
だ
け
で
な
く
、
公
平
と
正
義
の
崇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

高
な
意
識
を
創
造
し
て
い
る
」
。
そ
し
て
そ
れ
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
論
理
と
結
合
さ
せ
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
『
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
』
と
い
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う
単
葉
が
表
明
さ
れ
る
前
に
誕
生
し
た
き
わ
め
て
イ
タ
リ
ア
的
な
O
o
愚
。
舜
N
δ
昌
①
に
、
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
イ
タ
リ
ア
的
観
念
を
回
復
さ

せ
た
。
…
…
近
代
的
な
、
生
産
と
市
民
生
活
の
発
展
に
相
応
し
い
意
味
を
協
同
体
O
O
壱
○
雪
乞
8
Φ
に
与
え
る
の
は
わ
れ
わ
れ
の
任
務
で
あ

⑫る
」
。
更
に
ロ
ヅ
ソ
ー
二
は
協
同
体
の
起
源
を
ロ
ー
マ
に
も
っ
て
き
て
、
古
代
ロ
ー
マ
は
イ
タ
リ
ア
的
で
あ
る
と
し
、
そ
の
栄
光
の
再
生
は
イ

タ
リ
ア
の
偉
大
さ
で
あ
る
と
す
る
。
　
「
経
済
的
組
織
を
つ
く
り
始
め
よ
う
と
し
た
時
、
わ
れ
わ
れ
は
…
…
一
つ
の
言
葉
、
純
粋
に
イ
タ
リ
ア
的

本
質
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
・
リ
ヅ
ト
ー
リ
オ
、
す
な
わ
ち
協
同
体
を
蘇
生
さ
せ
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
・
リ
ッ
ト
ー
リ
オ
ー
ー
ロ
ー
マ
の
偉
大
さ
、
協
同
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

1
1
わ
れ
わ
れ
の
生
産
活
動
の
総
合
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
そ
し
て
ロ
ッ
ソ
ー
二
は
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
資
格
は
ロ
ー
マ
的
な
意
味
で
、
拡
張
的
で
帝
国
主
義
的
精
神
で
あ
る
と
す
る
。

他
方
、
彼
は
ま
た
戦
前
の
合
衆
国
の
体
験
で
も
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
は
強
力
で
あ
る
必
要
を
強
調
す
る
。
国
外
で
の
イ
タ
リ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ー
ト
は
二
重
に
搾
取
さ
れ
、
軽
蔑
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
る
か
ら
だ
と
。
そ
こ
か
ら
一
方
で

『
祖
国
は
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
獲
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
一
五
年
に
自
ら
の
機
関
紙
に
掲
げ
、
階
級
の
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ヨ
ナ
リ
ズ
ム
（
ズ
P
N
一
〇
昌
㊤
一
一
〇
p
昌
P
O
　
α
一
　
〇
一
帥
ω
ω
Φ
）
を
説
い
た
と
す
る
。
他
方
イ
タ
リ
ア
は
人
口
過
剰
で
あ
り
、
や
む
を
え
ず
職
を
求
め
て
国
外
に
赴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
国
外
に
お
け
る
彼
ら
の
労
働
と
権
利
を
尊
重
さ
せ
る
た
め
に
も
強
力
な
政
府
の
保
護
が
必
要
で
あ
る
と
。

　
こ
の
よ
う
に
、
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
論
理
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
「
神
話
」
と
移
民
と
い
う
現
象
に
媒
介
さ
れ
て
、
イ
タ
リ

ア
の
対
外
膨
張
の
論
理
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
こ
こ
に
労
働
・
生
産
目
イ
タ
リ
ア
国
民
の
偉
大
さ
H
対
外
拡
大
と
い
う
図
式
が
、
フ
ァ
シ
ス
ト

・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
組
織
機
構
、
協
同
体
を
媒
介
に
し
て
描
き
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
図
式
に
よ
り
成
り
立
つ
国
家
と
は
　
「
強
力
国

家
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
左
翼
的
な
一
九
年
綱
領
を
棄
て
、
経
済
界
と
の
接
近
を
追
究
し
て
い
っ
た
ム
ヅ
ソ
リ
ー
二
は
、
経
済
的
自
由
主
義
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
経
済
政

策
の
基
礎
に
据
え
る
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
は
ロ
ー
マ
進
軍
を
目
前
に
し
た
二
〇
年
九
月
二
〇
日
の
ウ
ー
デ
ィ
ネ
演
説
の
中
の
言
葉
「
わ
れ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
国
家
か
ら
そ
の
一
切
の
経
済
的
属
性
を
取
り
除
き
た
い
と
思
う
。
鉄
道
国
家
、
郵
便
国
家
、
保
険
国
家
で
十
分
で
あ
る
」
に
要
約
さ
れ
て
い
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る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
こ
の
時
期
、
経
済
界
の
希
求
す
る
国
家
、
国
内
で
は
社
会
秩
序
の
維
持
に
限
定
さ
れ
、
対
外
的
に
は
帝
国
主
義
的
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

を
目
指
す
と
い
う
「
強
力
国
家
」
　
「
非
経
済
的
、
政
治
的
国
家
」
で
あ
り
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
、
階
級
協
調
に
よ
る
生
産

秩
序
の
維
持
、
生
産
の
増
大
と
い
う
機
能
を
も
っ
て
そ
れ
を
支
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
経
済

界
に
と
っ
て
も
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
現
実
に
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
雇
用
主
側
は
賃
金
引
き
下
げ
に
み
て
と
れ
る
よ
う
に
、
階
級
協
力
を
自
己
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
利

用
し
、
そ
の
こ
と
を
二
三
年
六
月
目
協
同
体
全
国
協
議
会
で
、
そ
の
指
導
者
の
一
人
A
・
カ
サ
リ
ー
二
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
γ
デ
ィ
カ
リ
ス

ト
は
自
発
的
に
ス
ト
や
生
産
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
の
手
段
を
放
棄
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
主
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
前
に
武
装
解
除
さ
れ
、
無
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
な
っ
て
い
る
と
、
階
級
協
調
の
一
方
通
行
を
、
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
ロ
ー
マ
進
軍
以
後
も
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
指
導
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ス
ト
が
各
地
に
散
発
す
る
。
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
は
加
盟
者
に
、
新
し
い
条
件
を
保
障
す
る
よ
り
も
、
雇
用
主
の
攻
勢
の
前
に
、
旧
来
の
左
翼
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

組
合
に
よ
る
獲
得
物
の
防
衛
に
追
い
込
ま
れ
、
綱
領
は
空
文
化
し
、
　
「
後
衛
」
の
役
割
し
か
演
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
さ
に
抽
象
的
理
想
は

現
実
の
利
害
と
衝
突
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
賃
金
切
り
下
げ
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
労
働
者
の
生
活
悪
化
、
と
り
わ
け
工
業
部
門
で
の
赤
色
組
織

に
紺
抗
す
る
た
め
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
説
く
大
義
を
、
そ
れ
に
無
理
解
を
示
し
て
い
る
工
業
家
に
対

し
て
押
し
つ
け
る
た
め
に
も
、
具
体
的
な
戦
術
の
練
り
上
げ
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
。

　
そ
れ
が
二
三
年
初
め
に
ロ
ッ
ソ
ー
二
の
提
起
す
る
「
統
合
組
合
」
の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
そ
の
原
則
は
、
企
業
家
、
技
術
者
、
労
働
老
が
そ
れ

ぞ
れ
自
己
の
組
合
を
所
有
し
な
が
ら
、
当
該
協
同
体
指
導
部
に
代
表
を
送
り
、
そ
の
統
制
に
服
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
　
「
そ
れ
は
様
々
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
や
専
門
に
お
け
る
山
顛
を
維
持
し
つ
つ
、
　
全
ズ
が
同
一
の
目
的
の
た
め
に
参
加
す
る
一
定
部
門
の
生
産
の
全
要
素
の
統
一
で
あ

⑳る
」
。
直
接
の
ね
ら
い
は
、
雇
用
主
と
労
働
者
を
同
一
の
組
織
体
系
に
組
み
込
み
、
雇
用
主
を
強
制
的
に
フ
ァ
シ
ス
ト
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

非
フ
ァ
シ
ス
ト
系
組
織
を
排
除
し
、
労
働
協
約
締
結
権
の
独
占
を
確
保
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
れ
は
当
然
に
も
雇
用
主
側
の
厳
し
い
抵
抗
と
反
擾
に
遭
遇
す
る
。
一
方
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
し
て
は
、
自
己
の
政
権
へ
の
信
任
投
票
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と
も
い
う
べ
き
二
四
年
四
月
の
総
選
挙
を
ひ
か
え
て
、
経
済
界
と
の
摩
擦
を
起
す
こ
と
は
欲
し
な
い
。
こ
う
し
て
二
三
年
一
二
月
一
二
日
、
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ヅ
ソ
リ
ー
二
の
議
長
の
も
と
に
、
協
同
体
総
同
盟
、
工
業
総
同
盟
双
方
の
代
表
の
間
で
キ
ジ
宮
協
定
が
締
結
さ
れ
る
。
そ
れ
は
協
同
体
、
工
業

家
双
方
の
組
織
の
自
立
に
基
づ
く
協
力
を
確
認
し
た
も
の
で
、
統
合
組
合
の
実
際
面
に
お
け
る
挫
折
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
工
業
家
を
し
て
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
に
頑
強
に
反
対
せ
し
め
た
理
由
は
何
か
。
ま
ず
フ
ァ
シ
ズ
ム
自
体
の
方
向
の
あ
い
ま
い
な
こ
の

時
期
に
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
一
体
化
、
　
「
運
命
共
同
体
」
の
形
成
は
望
ん
で
い
な
い
こ
と
、
数
度
の
工
場
内
部
委
員
会
選
挙
結
果
が
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
工
場
内
で
は
フ
ァ
シ
ス
ト
の
浸
透
力
は
弱
く
、
左
翼
系
組
織
の
影
響
力
が
依
然
と
し
て
強
い
こ
と
、
従
っ
て
フ
ァ
シ
ス
ト
の
要

求
す
る
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
の
み
に
排
他
的
代
表
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
そ
れ
を
認
め
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
通
じ
て
政
府
、
国
家
が
生

産
過
程
、
経
済
過
程
に
介
入
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
経
済
的
自
由
主
義
の
立
場
か
ら
い
っ
て
も
受
諾
で
き
な
い
。
ま
た
工
場
内
で
の
組
合
の
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

数
制
は
「
分
割
し
、
統
合
す
る
」
と
い
う
古
来
か
ら
の
原
則
に
照
ら
し
て
も
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
事
態
の
前
に
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
は
別
の
戦
略
を
採
用
す
る
。
組
合
の
義
務
的
承
認
、
つ
ま
り
組
合
の
国
家

機
関
化
、
集
団
的
労
働
協
約
の
法
的
承
認
と
孚
議
調
停
機
関
と
し
て
の
労
働
裁
判
所
の
設
置
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
組
合
が
法
的
承
認
に
よ
っ
て

法
人
と
な
り
、
雇
用
主
の
抵
抗
を
抑
圧
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
国
家
機
関
化
の
方
向
は
、
組
合
と
国
家
の
関
係
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
国

家
と
は
何
か
と
い
う
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
家
論
の
根
本
問
題
に
深
く
関
わ
り
、
ロ
ー
マ
進
軍
以
前
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
で
あ
っ
て
、
早
急
に

結
論
の
出
る
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
そ
れ
と
平
行
し
て
、
緊
急
に
着
手
す
べ
き
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
集
団
的
労
働
協
約
の
法

的
承
認
と
労
働
裁
判
所
が
提
起
さ
れ
る
。
労
働
協
約
の
法
的
承
認
は
、
非
フ
ァ
シ
ス
ト
系
組
合
と
の
協
約
関
係
の
維
持
、
協
同
体
と
の
全
国
協

約
の
締
結
を
欲
し
な
い
こ
と
等
に
示
さ
れ
て
い
る
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
大
義
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
工
業
家
を
法
的
規

制
で
も
っ
て
屈
服
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
二
四
年
四
月
の
総
選
挙
ま
で
、
比
較
的
平
穏
で
あ
っ
た
情
勢
も
、
そ
れ
以
降
厳
し
い
も
の
と
な
り
、
そ
こ
で
妥
協
の
道
を
探
る
た
め
、
二
四

年
五
月
一
五
日
、
キ
ジ
宮
協
定
で
定
め
ら
れ
た
工
業
家
と
協
同
体
と
の
合
岡
委
員
会
が
、
工
業
総
同
盟
の
要
講
に
よ
り
召
集
さ
れ
、
階
級
協
調
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の
原
則
に
基
づ
き
労
働
協
約
を
規
期
化
す
る
こ
と
の
必
要
性
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
業
家
連
盟
と
協
同
体
と
の
聞
に
労
働
協
約
の
締
結
を
委
任
す
る

こ
と
が
、
原
則
路
線
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。
だ
が
こ
の
適
用
は
、
加
盟
各
組
織
に
は
か
る
こ
と
な
く
現
行
協
定
の
改
訂
を
行
な
う
義
務
を
工
業

家
の
代
表
は
帯
び
て
い
な
い
と
し
て
廷
期
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
代
償
に
「
国
民
の
規
律
と
偉
大
さ
を
創
造
す
る
と
い
う
目
的
で
、
工
業
と
組

織
さ
れ
た
労
働
と
の
代
表
を
、
一
切
の
効
果
の
も
と
に
、
承
認
す
る
」
義
務
を
負
う
と
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
工
業
家
は
旧
来
の
赤
色
組
織
と
の
協
約
を
依
然
と
し
て
維
持
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
現
実
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
五
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
日
に
開
催
さ
れ
た
協
同
体
全
国
協
議
会
鳳
義
務
的
組
合
、
集
団
協
約
、
労
働
裁
判
所
の
設
置
の
要
求
と
い
う
書
記
局
の
テ
ー
ゼ
を
確
認
し
、

こ
の
全
国
協
議
会
の
決
議
と
前
記
合
同
委
員
会
の
了
解
を
も
と
に
し
て
、
協
同
体
は
織
物
工
、
金
属
機
械
工
の
集
団
協
約
の
締
結
を
掲
げ
て
、

行
動
に
移
る
。
六
月
八
日
R
・
ラ
ッ
ツ
ァ
は
F
I
O
照
を
排
除
し
た
、
金
属
機
械
工
の
全
国
協
約
の
具
体
的
要
求
を
『
ポ
ー
ポ
ロ
・
デ
ィ
タ
リ

　
　
　
　
　
⑳

ア
』
に
掲
げ
る
。

　
だ
が
、
六
月
十
日
、
情
勢
が
激
変
す
る
。
マ
ッ
テ
オ
ッ
テ
ィ
の
誘
拐
事
件
の
発
生
で
あ
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
総
体
が
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
危
機

的
状
況
に
陥
る
。
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
も
例
外
で
は
な
く
、
も
と
も
と
工
業
部
門
に
は
支
持
者
が
少
な
い
と
い
う
事
情
に
加
え
て
、
C
G
L
の
巻

き
返
し
の
前
に
更
に
苦
境
に
追
い
こ
ま
れ
、
下
部
は
は
っ
き
り
と
急
進
化
し
、
指
導
部
も
一
時
的
に
階
級
闘
争
へ
の
路
線
転
換
を
は
か
る
。
そ

の
方
針
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
、
大
評
議
会
、
党
も
支
持
す
る
に
至
る
。

　
ト
リ
ノ
の
組
合
指
導
者
バ
ニ
ャ
ス
コ
の
工
業
家
批
難
の
「
請
願
書
」
に
対
す
る
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
圓
答
「
も
し
工
業
家
が
労
働
者
の
道
徳
的
、

経
済
的
条
件
を
改
善
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
白
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
は
自
己
の
た
め
に
行
動
す
る
権
利
を
所
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

家
が
階
級
協
力
を
桓
絶
す
れ
ば
、
他
の
手
段
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
」
。
ま
た
ナ
ポ
リ
の
県
知
事
あ
て
電
報
（
七
月
一
七
日
）
「
特
に
現
下
の

・
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

時
期
に
お
い
て
は
勤
労
者
階
級
の
正
当
な
利
害
の
擁
護
の
た
め
、
可
能
な
る
限
界
内
で
協
同
体
を
助
け
ら
れ
た
し
」
。
ま
た
七
月
二
二
日
－
二

三
B
の
大
評
議
会
で
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
①
協
岡
体
が
法
的
に
承
認
さ
れ
、
国
家
の
力
と
し
て
称
揚
さ
れ
る
べ
き
諸
制
度
の
維
持
、
②
勤
労
老
の

道
徳
的
条
件
の
皇
・
③
利
益
の
公
正
な
分
配
・
と
い
う
三
つ
の
任
務
を
フ
・
シ
ス
ト
●
サ
ン
デ
・
カ
リ
ズ
ム
に
委
ね
幅
・
二
選
に
は
大
評
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議
会
は
「
イ
タ
リ
ア
入
へ
の
メ
ヅ
セ
ー
ジ
」
を
発
し
、
そ
の
中
で
「
協
同
体
の
指
導
下
に
現
在
、
組
合
争
議
に
関
係
し
て
い
る
勤
労
者
に
激
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
シ
ン
パ
シ
ー
を
表
明
」
す
る
。
心
月
二
七
日
、
新
た
に
任
命
さ
れ
た
党
の
新
指
導
部
は
「
国
に
お
け
る
分
解
を
避
け
る
た
め
…
…
勤
労
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
衆
に
向
う
」
必
要
を
う
た
っ
た
就
任
宜
欝
を
発
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
こ
れ
ら
一
連
覇
措
置
は
、
そ
れ
ま
で
く
す
ぶ
っ
て
い
た
争
議
を
鼓
舞
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
う
し
て
ヴ
ァ
ル
ダ
ル
ノ
の
亜
炭
鉱
の
ス
ト
、
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ッ
ラ
ー
ラ
の
大
理
石
採
掘
工
の
ス
ト
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
の
鉱
夫
の
ス
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
地
に
フ
ァ
シ
ス
ト
の
指
導
に
な
る
ス
ト
が
勃
発

　
⑩

す
る
。
そ
の
頂
点
に
位
置
す
る
の
が
本
稿
で
対
象
と
す
る
三
月
の
金
属
機
械
工
の
ス
ト
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
組
織
的
危
機
に
み
ま
わ
れ
た
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ソ
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
の
戦
術
は
、
一
方
で
「
左
へ
の
逃
亡
」
を
も
っ
て
組
合
員
の
旧

組
織
へ
の
逆
流
を
阻
止
し
、
他
方
、
そ
の
間
に
情
勢
の
平
静
化
に
つ
れ
て
、
こ
の
現
象
が
永
久
に
不
可
能
と
な
る
立
法
措
置
を
講
ず
る
と
い
う

　
　
　
　
　
⑪

こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
組
合
の
法
的
承
認
に
よ
労
働
協
約
締
結
権
の
独
占
と
非
フ
ァ
シ
ス
ト
系
組
合
の
排
除
、
そ
し
て
労
働
協
約
の

立
法
化
で
あ
り
、
七
月
二
一
日
協
同
体
全
国
指
導
部
は
、
そ
の
「
具
体
的
法
案
」
を
準
備
す
る
た
め
の
委
員
会
の
設
置
を
議
会
に
要
求
す
る
提

　
　
　
　
　
　
⑫

案
を
採
択
す
る
。

　
　
　
国
O
ω
9
瓢
O
国
O
ヨ
①
O
　
切
§
q
凶
暴
O
減
＆

①
”
§
、
ミ
鱒
、
§
§
§
賊
§
ミ
撒
き
N
、
ミ
ミ

　
切
。
δ
σ
q
舜
お
①
ω
鴨
。
ワ
p
軽
く
ρ
♂
お
い
騨
閨
審
ロ
8
ω
o
P
卜
a
特
ミ
ミ
§
馬
“
§
§
§
轟

　
§
、
誉
魯
画
恥
§
o
噛
切
㊤
二
お
刈
鱒
一
　
型
曾
。
鑑
Φ
一
〇
σ
q
舜
旦
　
9
帖
日
嗣
蕊
蕊
譜
簿
ミ
馬

　
｝
§
δ
8
識
ホ
酬
宏
諜
㊤
づ
O
H
の
司
P
．

②
（
爺
繭
鐸
ぐ
ノ
職
き
酬
δ
お
目
戸
8
）

お
b
⊃
b
o

お
P
ω

お
ト
。
膳

δ
b
o
㎝

一
毫
馨

2
b
σ
h

幽
刈
Q
o
b

A
Q
Q
ρ
b
o

器
伊
①

貯
三
三
垂
垂

島
上
噛
Q
Q

伝
ド
リ

禽
α
眞

鼻
δ
b

這
ω
b

璋
①
b

躍
び
。
．
①

置
ド
Q
o

O
⑦
ω
㊤
屋
く
¢
。
昌
。
律
㊦
一
一
一
り
．
．
O
象
楠
↑

憶
§
艦
§
馬
鴨
器
ミ
註
職
ミ
麸
q
嵐

貸
』
　
賊
℃
甑
嵐
、
、
　
一
昌
　
卜
℃
S
ミ
ξ
ミ
噛
a

蕊
ミ
画
§
一
二
“
琶
㎏
Q
Q
q
N
　
ミ
k
℃
q
ト

℃
や
昭
O
《
”
9
仲
二
畠
脚
ω
げ
。
娼
ρ
乗

切
Ω
o
煽
σ
q
戸
　
§
い
馬
8
き
ミ
帖
も

ミ
箕
ミ
黛
　
＆
ミ
。
§
§
N
ミ
曹

客
①
毛
磯
。
ユ
（
p
冨
島
　
目
。
昌
α
O
P

お
¢
《
や
ω
D
。
。
。
’

③
　
一
＝
年
一
二
五
年
に
お
け
る
各
産
業
部
門
の
賃
金
切
り
下
げ
は
次
の
通
り

　
織
物
、
一
五
－
一
八
％
、
　
機
械
、
一
五
一
二
〇
％
、

　
化
学
、
一
五
－
二
五
％
、
　
建
築
、
一
八
一
二
〇
％
、

　
毛
織
物
、
二
〇
－
二
五
％
、
　
食
糧
、
一
一
〇
…
…
三
〇
％

　
∪
騨
国
O
o
乱
。
く
P
o
》
ミ
ニ
や
b
3
註
．

④
　
二
〇
年
に
二
二
〇
万
、
二
三
年
二
七
万
、
二
四
年
末
四
五
万
人
（
N
敦
3
℃
や

　
嵩
ω
噛
q
。
置
）
。
F
1
0
M
は
二
〇
年
の
一
五
万
か
ら
二
三
年
に
は
三
一
三
千
（
N
黛
3

　
℃
や
b
。
り
学
卜
。
）
。
だ
が
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
に
よ
れ
ば
「
階
級
的
組
含
に
は
よ
り
前
進
的

　
な
労
働
者
が
残
っ
て
お
り
、
組
織
の
骨
格
が
残
っ
て
い
た
。
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
に

　
移
行
し
た
大
衆
も
C
G
」
に
指
灘
さ
れ
続
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
F
王
O
M
に
残

　
つ
た
金
属
機
械
工
は
～
万
で
あ
る
が
、
こ
の
一
万
人
は
、
も
は
や
ポ
ケ
ッ
ト
に
C
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G
し
の
加
盟
証
を
所
有
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
な
お
そ
の
指
導
に
従
っ
て
い
る

　
他
の
全
て
の
金
属
機
械
工
に
広
範
な
影
響
力
を
保
有
し
て
い
る
中
核
を
形
成
し
て

　
い
る
」
　
（
℃
¶
月
。
α
q
以
p
窪
押
。
暦
ミ
．
嚇
憶
や
Q
。
？
①
）
。
　
こ
の
こ
と
は
工
揚
内
部
委
員

　
会
選
挙
結
泉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　
O
抄
朔
O
o
乙
。
＜
僧
。
》
ミ
こ
℃
や
憩
O
。
。

　
戸
Q
Q
N
b
3
0
ト
コ
層
ω
劇
㎝
戸
b
Q
b
⊃
9
こ
Q
㎝
㎝
1
9
心
㎝
圃
戸
ト
ニ
O
H
。
な
お
拙
稿
…
「
フ
ァ
シ
ス
ト
組

　
合
に
つ
い
て
一
そ
の
運
動
史
的
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
i
」
『
イ
タ
リ
ア
学
会
誌
』

　
第
二
四
号
、
一
九
七
六
年
参
照
。

⑤
　
国
O
o
a
o
〈
P
愚
・
ミ
‘
℃
・
譲
Φ
・
月
別
内
訳
は
や
。
。
無
戸
㎝
㎝
。

⑥
臣
母
貯
器
い
窪
曾
博
噂
密
尋
榊
ミ
鳶
偽
N
．
藁
噌
§
馬
§
o
、
窯
昌
昌
。
お
刈
。
。
魑
や
ω
㎝
b
。
．

⑦
国
α
8
a
o
蜜
p
ご
器
巳
卸
田
馬
嚇
ヤ
§
ミ
簸
無
ミ
ミ
§
馬
異
訓
ミ
§
騎
駐
§
。
営
駐
婁

　
ピ
ρ
目
貯
旨
。
お
。
。
g
。
噛
℃
や
濠
占
■

⑧
即
U
o
閃
。
ぎ
P
寒
昏
訟
ミ
ミ
押
や
“
㎝
メ

⑨
国
¶
鷺
巴
島
碧
鼻
。
》
ミ
ニ
憎
℃
’
ま
為
●

⑩
周
．
O
。
巳
。
〈
p
息
．
ら
罫
唱
や
H
同
O
ー
ド

⑪
国
α
。
日
。
民
。
国
。
器
。
鼻
園
ミ
聴
§
§
噛
、
帆
8
吻
ミ
」
§
。
ミ
．
b
§
。
嚢
恥
帖
匙

　
§
ミ
§
ミ
一
溜
§
9
厳
同
Φ
壽
Φ
お
器
曽
娼
や
＄
1
餅

⑫
奪
ミ
”
電
』
り
ゐ
ρ

⑬
ま
ミ
こ
毛
．
。
。
リ
ム
9

⑭
　
更
に
続
け
て
「
わ
れ
わ
れ
の
帝
圏
主
義
は
創
造
力
に
、
労
働
と
イ
タ
リ
ア
人
の

　
天
性
の
文
明
的
な
征
服
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
N
ミ
罫
や
ω
b
⊃
・

⑯
N
ぴ
ミ
こ
や
H
9

⑯
N
ミ
野
や
＄
　
「
㎝
九
一
二
年
に
北
ア
メ
リ
カ
で
イ
タ
リ
ア
人
労
働
者
を
組
織

　
し
た
時
、
私
は
、
祖
国
か
ら
遠
く
離
れ
て
、
勤
労
者
だ
け
で
な
く
イ
タ
リ
ア
人
を

　
も
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
階
級
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
つ
く
り

　
あ
げ
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
」
。

⑰
さ
ミ
ニ
箸
』
ρ
Φ
ド

⑯
O
黛
ミ
。
§
§
象
b
d
。
巳
什
。
鼠
霧
ω
。
ぎ
陶
工
。
霞
騨
象
国
．
。
∪
．
ω
器
ヨ
。
㌍

　
。
。
㎝
〈
o
拝
野
芹
①
震
。
お
㎝
ゲ
Φ
ら
。
（
以
下
O
特
＄
、
勲
。
ミ
ミ
黛
）
℃
く
。
洲
×
く
目
H
腎
や
酷
ρ

⑲
≦
穽
〇
二
。
ぎ
ρ
．
．
簿
塾
§
ミ
馬
恥
§
§
｝
ド
§
固
織
ミ
讐
ミ
馬
§
§
嵩
。
ミ
画
ミ

　
§
馬
銭
馬
ミ
恥
喜
鼠
恥
ミ
．
．
、
貯
菱
職
§
δ
馬
§
W
魯
竃
巴
｝
斡
。
り
冨
自
ρ
ロ
。
お
①
b
。
㌧
唱
．
b
。
刈
O
．

　
拶
U
Φ
男
Φ
配
8
隔
憲
§
o
§
職
押
や
ω
ω
b
。
■

⑳
男
O
o
a
o
〈
p
。
賢
ミ
こ
℃
」
爵

⑳
h
ミ
3
℃
℃
」
。
。
圃
の
σ
q
鱗
9
9
ロ
一
δ
諺
虐
＝
p
b
ミ
、
穿
逡
ミ
防
叢
畠
§
N
ミ
鰍
馬
茎

　
＝
9
日
σ
舞
臓
戸
8
ω
”
ヨ
N
N
富
竃
恥
ミ
。
馬
博
ミ
ミ
憶
。
ミ
鴨
馬
繋
請
ミ
焼
§
些
些
。
旨
㊤
巳

　
図
噸
U
o
屑
。
二
8
噛
お
①
9
娼
℃
．
お
ド
。
。
σ
q
σ
q
●

＠
　
凋
．
O
o
巳
。
〈
P
o
賢
職
執
こ
℃
・
置
ρ

⑱
　
　
「
『
あ
な
た
方
は
混
合
組
合
、
つ
ま
り
同
一
組
合
に
企
業
家
、
職
員
、
技
衛
者
、

　
労
働
者
を
　
緒
に
す
る
と
い
う
の
は
本
薮
で
す
か
』
、
私
は
答
え
た
『
正
確
に
は

　
そ
う
で
は
な
い
、
わ
れ
わ
れ
が
、
同
じ
組
合
に
労
働
者
と
雇
用
主
、
職
員
と
技
術

　
者
を
ご
た
ま
ぜ
に
一
緒
に
す
る
と
い
う
の
は
真
実
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
一
定

　
の
産
業
、
一
定
の
活
動
部
門
を
区
別
す
る
。
た
と
え
ば
、
農
民
組
合
、
ブ
ラ
ッ
チ

　
ャ
ン
テ
組
合
、
土
地
所
有
主
組
合
、
借
地
農
組
合
と
、
全
て
異
な
っ
た
機
構
で
あ

　
り
、
そ
れ
か
ら
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
協
力
と
農
業
問
題
の
研
究
の
恒
久
的
機
関
を

　
な
す
協
同
体
の
指
灘
都
に
代
表
を
所
有
す
る
。
商
業
、
工
業
等
々
に
お
い
て
も
そ

　
う
で
あ
る
』
と
」
国
●
男
。
ω
。
。
o
巳
弓
。
》
ミ
こ
℃
．
蔭
P

⑳
き
ミ
．
”
や
①
。
。
．

㊥
　
出
席
者
は
ム
ッ
ソ
リ
…
二
の
外
、
政
府
関
係
で
は
国
民
経
済
絹
コ
ル
ビ
ー
ノ
、

　
次
富
セ
ル
ピ
エ
ー
リ
、
総
理
府
次
官
ア
チ
ェ
ル
ポ
、
党
指
導
部
関
係
で
は
ジ
ュ
ン

　
タ
、
　
C
・
ロ
ッ
シ
、
　
マ
ラ
ヴ
ィ
ー
リ
ア
、
協
同
体
関
係
で
は
書
記
長
ロ
ッ
ソ
ー

　
二
、
ク
チ
ー
二
、
カ
サ
リ
ー
二
、
ラ
ッ
ツ
ァ
、
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
り
、
チ
ャ
ル
デ
ィ
、

　
ル
ジ
ニ
コ
ー
り
、
マ
ル
サ
ル
デ
ィ
、
バ
ニ
ャ
ス
コ
、
ビ
フ
ァ
ー
二
外
　
五
名
、
工
業

　
総
岡
盟
闘
係
で
は
総
裁
ベ
ソ
ニ
、
書
記
長
オ
リ
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
、
ア
ニ
ェ
ッ
リ
（
F

　
工
A
T
）
、
オ
デ
ー
ロ
（
製
鉄
）
、
ジ
ノ
ー
リ
、
マ
ッ
ツ
ィ
ー
漏
（
F
I
A
T
）
、
タ

　
ル
ジ
ェ
ッ
ト
（
毛
織
物
）
、
パ
ロ
…
デ
ィ
（
火
薬
製
造
）
、
ピ
レ
ッ
リ
（
ピ
レ
ッ
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ファシスト・サンディカリズムの理念と現実（桐生）

　
リ
・
グ
ル
…
プ
会
長
）
、
ビ
オ
ソ
デ
ィ
（
製
粉
業
）
、
パ
レ
ン
テ
ィ
、
ヤ
ラ
ッ
ク
外

　
十
六
名
。
国
■
鼠
巴
百
0
。
㊤
巴
α
r
O
辱
．
鼠
粋
讐
℃
℃
・
刈
の
一
刈
鴨
国
同
P
O
累
O
閃
O
。
。
巴
”
㌧
翁
秘
鳩
O
暑
恥

　
§
N
ミ
愚
。
口
占
誉
ミ
恥
ミ
P
切
母
一
お
①
伊
や
に
Φ
．
な
お
協
定
本
文
は
≧
げ
母
8
．

　
諺
ρ
貿
震
g
ρ
卜
、
o
謎
§
㌶
舞
§
§
還
§
嵩
。
無
ミ
。
．
ミ
勘
ミ
ミ
馬
P
月
。
ユ
ロ
。
お
①
伊

　
℃
℃
．
蕊
α
ふ
…
Ω
磐
象
o
o
っ
。
穿
爵
嵩
魯
9
お
層
N
執
§
ミ
§
ミ
琶
｝
δ
富
斜
恥
“
鼻
該
7

　
一
碧
。
δ
鵡
噛
℃
や
G
。
O
b
O
噸

⑳
　
一
九
二
五
年
四
月
の
協
同
体
全
国
協
議
会
で
の
ロ
ッ
ソ
ー
二
の
言
葉
「
有
名
な

　
《
分
割
し
、
統
治
す
る
》
で
、
工
業
家
は
す
ば
ら
し
い
政
治
を
行
な
っ
て
い
る
と

　
信
じ
て
い
る
」
囲
O
o
a
o
＜
費
。
》
ミ
ニ
や
蒔
O
H
■

⑳
男
鍵
巴
。
鴨
霞
圃
層
。
》
ミ
こ
℃
噂
。
㎝
b
。
。
・
σ
Q
σ
q
…
嵐
母
8
諺
げ
冨
峠
ρ
9
ミ
ミ

　
鴇
唱
ミ
§
ミ
僑
躊
ミ
ミ
噛
§
恥
㊤
δ
ミ
ミ
ミ
震
窺
覧
9
罵
噛
鵠
　
N
馬
ミ
ミ
㎏
も
O
蟻
1
k
心
N
9
　
蜜
＝
餌
ロ
O

　
お
①
メ
℃
や
．
ω
誤
l
Q
。
．
前
掲
拙
稿
「
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
に
つ
い
て
」
第
二
章
⇔
。

⑱
男
O
。
a
。
〈
p
号
ミ
し
層
毛
払
㎝
。
。
占
介
b
。
ミ
ふ
O
…
9
］
W
凹
き
d
＜
p
G
§
ミ

　
“
贈
§
9
ミ
£
§
蔑
罫
ミ
§
ミ
凡
偽
§
o
誉
象
口
無
奪
ミ
題
恥
ミ
㌣
画
§
o
討
無
恥
ミ
。
恥

　
豊
富
鷺
ミ
8
鳶
ミ
ミ
画
ミ
§
馬
遣
爲
ミ
遣
題
」
ロ
《
国
ぞ
圃
ω
訂
島
ω
ε
象
ω
巴
。
学

　
巳
3
巳
y
σ
q
Φ
コ
内
診
。
－
α
q
貯
σ
q
鵠
。
お
刈
ρ
　
フ
ァ
シ
ス
ト
国
家
構
築
の
模
索
は
一
方
で

　
は
く
組
合
－
圏
家
〉
を
軸
に
し
て
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
の
主
題
か
ら
そ
れ

　
る
た
め
別
稿
に
譲
る
。
た
だ
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
点
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・

　
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
が
元
革
命
的
サ
ソ
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
そ

　
の
国
家
論
は
組
合
国
家
の
方
向
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
そ

．
れ
は
あ
く
ま
で
も
個
人
を
前
提
に
し
て
い
る
と
し
て
反
対
、
ま
た
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ

　
も
自
己
の
権
力
を
倒
約
す
る
よ
う
な
組
合
国
家
、
自
律
的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の

　
方
向
に
は
強
く
反
対
し
、
結
局
は
君
家
の
組
合
に
対
す
る
支
配
を
も
っ
て
終
る
。

　
従
っ
て
組
合
の
国
家
機
関
化
も
主
体
か
ら
客
体
へ
と
、
組
合
と
属
家
の
関
係
も
事

　
件
と
蒔
の
経
過
と
と
も
に
意
味
内
容
が
逆
転
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

⑳
男
O
。
a
。
＜
ρ
。
賢
ミ
こ
℃
』
①
。
。
■

⑳
　
こ
の
全
国
協
議
会
で
は
二
つ
の
傾
向
が
討
論
の
過
程
で
出
現
し
た
。
一
つ
は
パ

　
ヌ
ソ
ツ
ィ
オ
、
ク
チ
ー
二
を
中
心
と
し
て
、
ロ
ッ
ソ
ー
二
、
ラ
ッ
ッ
ァ
、
カ
サ
ジ

　
一
二
の
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
義
務
的
な
唯
一
の
組
合
、
集
団
的
労
働
協
約
を

．
要
求
。
他
方
は
バ
ニ
ャ
ス
コ
、
マ
ル
サ
ル
デ
ィ
の
グ
ル
ー
プ
で
、
何
人
か
の
県
連

　
書
記
も
支
持
《
そ
の
主
張
は
工
業
家
に
対
す
る
薗
接
行
動
を
せ
ま
る
も
の
で
あ
る
。

　
マ
ル
サ
ル
デ
ィ
は
、
工
業
総
岡
盟
と
協
同
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

　
べ
る
。
　
「
衷
面
的
に
は
良
好
。
理
論
的
に
は
ロ
ー
マ
で
両
組
織
の
指
導
者
の
間
で

　
協
力
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
県
に
お
い
て
は
本
質
的
に
は
闘
係
は
至
る
所

　
で
悪
く
、
ほ
と
ん
ど
至
る
所
で
協
同
体
は
工
業
家
に
よ
り
阻
止
さ
れ
て
い
る
」
。

　
N
ミ
野
℃
や
ま
Q
。
1
¢

⑳
奪
ミ
璽
唱
b
①
？
刈
■

⑫
　
蜀
蜜
β
ω
。
。
o
＝
三
層
O
管
ミ
。
ミ
ミ
や
く
。
ド
×
×
H
噛
℃
9
お
…
男
O
o
乙
。
く
P
o
特

　
ミ
こ
や
b
。
刈
G
。
…
即
護
。
ざ
σ
q
毎
号
圃
層
。
特
ミ
こ
℃
や
8
占
O
ρ

⑳
　
局
O
o
a
o
〈
P
愚
・
職
燃
‘
や
b
。
刈
G
。
・

⑭
　
無
名
銅
謡
O
憧
§
い
8
誠
暗
ミ
。
噛
§
㌣
§
w
鰍
§
馬
職
§
§
琶
§
鳶
、
軸
ミ
誉
恥
鼠
軌
ミ
讐

　
男
。
ヨ
p
ド
O
ω
ω
層
や
一
お
　
（
以
下
旨
O
慢
§
§
§
曳
帖
。
）

⑳
　
奪
ミ
ニ
や
一
綴
．

⑳
　
男
O
o
践
。
〈
斜
。
》
ミ
ニ
℃
・
卜
。
認
’

⑳
　
き
ミ
．
℃
℃
．
b
。
刈
◎
。
l
Q
。
ω
い
〉
心
立
嵩
い
暮
げ
⑦
一
け
。
ジ
ト
匙
8
鳶
ミ
恥
ミ
§
馬
辱
ミ
ミ
魯

　
N
目
土
翫
砺
§
o
§
N
N
ミ
℃
ミ
遣
～
漁
切
脚
ユ
H
O
誤
璽
℃
や
α
O
ω
1
㎝
．

⑱
　
男
O
o
巳
。
く
P
o
》
9
馬
こ
℃
℃
．
G
。
同
ア
ト
コ
掃
．

⑳
導
ミ
層
竈
，
ω
O
デ
ω
…
o
っ
巴
く
暮
。
お
。
D
。
。
葺
b
魯
。
寒
ミ
着
馬
富
“
ぎ
ぎ
§

　
い
ミ
§
鯨
ミ
「
8
0
『
甘
。
お
＄
℃
℃
や
ミ
b
Q
ム
．

⑳
）
他
の
ス
ト
に
つ
い
て
は
，
O
o
N
α
o
〈
9
い
。
特
■
ミ
覧
二
℃
．
ω
ω
刈
昌
．
「
同
三
戸
■

＠
　
奪
ミ
こ
や
b
。
認
’

⑫
　
き
ミ
こ
や
ω
ω
①
戸
お
ド
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⇒
ス
ト
の
前
史

　
（

　
二
四
年
五
月
の
協
同
体
全
国
協
議
会
で
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
農
村
で
は
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
る

が
・
都
市
で
の
労
讐
の
情
勢
は
藷
君
に
注
意
を
呼
び
起
す
デ
リ
ケ
ー
ト
な
座
で
あ
如
と
・
事
の
重
大
さ
を
認
め
て
い
た
が
・
前
記
ラ
・

ツ
ァ
の
要
求
項
目
の
発
表
と
、
マ
ッ
テ
オ
ッ
テ
ィ
事
件
後
の
情
勢
に
媒
介
さ
れ
て
、
ミ
ラ
ノ
金
属
機
械
工
連
盟
は
、
七
月
二
四
日
ロ
ン
バ
ル
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

イ
ア
工
業
家
団
体
に
覚
書
を
送
り
、
こ
う
し
て
二
五
年
三
月
に
頂
点
に
達
す
る
金
属
機
械
工
の
争
議
の
長
い
前
史
が
開
始
さ
れ
る
。
フ
ァ
シ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ト
の
要
求
点
を
列
挙
す
れ
ば
、
物
価
へ
の
賃
金
の
上
積
み
、
最
低
賃
金
、
出
来
高
賃
金
の
規
則
化
、
八
時
間
労
働
法
の
適
用
、
そ
の
結
果
特
別

労
働
、
夜
間
労
働
時
間
の
俸
給
表
の
制
定
、
有
給
休
暇
の
規
則
化
、
内
部
委
員
会
の
廃
止
と
企
業
と
協
同
体
の
管
理
下
に
任
命
さ
れ
る
工
場
信

託
老
に
取
っ
て
替
え
る
こ
と
。
そ
し
て
最
低
賃
金
に
関
し
て
、
以
下
の
具
体
的
要
求
を
提
案
す
る
。
第
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
熟
練
工
は
時
間
給
二

・
五
〇
！
二
・
四
〇
リ
ラ
、
補
助
労
働
者
、
見
習
い
、
及
び
婦
人
一
・
八
○
リ
ラ
、
特
別
な
職
務
の
マ
ノ
ヴ
ァ
ー
レ
ニ
・
○
○
リ
ラ
、
普
通
の

マ
ノ
ヴ
ァ
ー
レ
一
・
八
○
リ
ラ
。
そ
れ
に
対
し
て
F
I
O
M
も
八
月
初
め
、
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ソ
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
系
の
U
I
L
（
イ
タ
リ
ア
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

連
合
）
の
金
属
機
械
工
組
合
も
加
わ
っ
て
、
そ
の
覚
書
を
提
出
す
る
。
基
本
的
に
は
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
と
F
I
O
M
の
要
求
と
の
間
に
は
相
違

は
な
く
、
そ
の
こ
と
は
フ
ァ
シ
ス
ト
が
F
1
0
M
を
排
除
し
て
、
全
国
協
約
の
独
占
的
締
結
権
の
獲
得
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
工
業
家
は
協
同
体
、
F
1
0
M
双
方
と
交
渉
を
も
つ
が
、
二
四
年
の
最
初
の
五
ヵ
月
間
に
ト
リ
ノ
の
九
つ
の
内
部
委
員
の
選
挙
結
果
（
全
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
F
I
O
M
八
、
〇
六
〇
票
、
八
一
％
、
協
同
体
一
、
五
〇
〇
票
、
一
五
％
）
が
フ
ァ
シ
ス
ト
の
弱
さ
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
た
め
、
フ
ァ
シ

ス
ト
と
の
独
占
的
な
協
約
締
結
に
は
難
色
を
示
し
、
交
渉
は
行
き
づ
ま
る
。
九
月
一
八
日
、
ラ
ヅ
ツ
ァ
と
ミ
ラ
ノ
金
属
機
械
工
フ
ァ
シ
ス
ト
組

合
の
書
記
N
・
ク
ッ
ッ
ェ
ー
リ
は
生
活
手
当
に
つ
い
て
の
了
解
は
可
能
で
あ
る
が
、
最
低
賃
金
に
関
し
て
は
未
だ
一
致
に
達
し
て
い
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
明
ら
か
に
し
、
ラ
ッ
ツ
ァ
は
ス
ト
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
だ
が
工
業
家
は
九
月
二
九
日
突
然
、
協
同
体
と
協
定
を
締
結
す
る
。
そ
の
内
容

は
、
最
低
賃
金
は
拒
否
、
そ
の
他
の
問
題
は
将
来
の
検
討
に
委
ね
、
時
聞
あ
た
り
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
五
－
二
〇
チ
ェ
ソ
テ
ジ
モ
（
日
給

に
し
て
○
・
照
○
リ
ラ
ー
一
・
六
〇
リ
ラ
）
の
賃
上
げ
の
み
を
承
認
、
継
続
期
間
は
一
年
と
い
う
も
の
で
、
フ
ァ
シ
ス
ト
側
の
要
求
と
も
嫁
き
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⑨

く
隔
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
自
ら
労
働
老
の
不
満
を
な
だ
め
る
た
め
に
十
月
初
め
ミ
ラ
ノ
に
赴
い
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ッ
ソ
リ
ー
二
の
介
入
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ァ
シ
ス
ト
と
の
独
占
的
協
約
を
欲
し
て
い
な
か
っ
た
工
業
家
も
、
自
己
の
要
望
が
容
れ
ら

れ
た
こ
と
に
満
足
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　
他
方
、
F
I
O
M
は
十
月
二
日
の
交
渉
で
、
そ
の
協
定
が
協
同
体
加
盟
者
に
の
み
か
、
全
て
に
効
力
を
保
有
す
る
も
の
か
ど
う
か
問
う
た
の

に
対
し
て
、
工
業
家
は
全
て
に
有
効
と
回
答
、
そ
こ
で
F
I
O
M
は
そ
の
協
定
を
労
働
者
が
承
諾
す
る
か
否
か
を
問
う
た
め
に
金
員
投
票
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

け
る
こ
と
を
要
求
し
た
が
、
拒
絶
さ
れ
、
自
ら
そ
の
投
票
を
実
施
す
る
。
結
果
は
、
統
　
社
会
党
の
機
関
紙
『
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ッ
ツ
ィ
ア
』
（
十

月
一
五
日
）
に
よ
れ
ば
、
ミ
ラ
ノ
市
、
及
び
県
の
全
工
場
で
反
対
二
万
五
千
票
、
賛
成
二
五
〇
票
、
ま
た
工
業
家
に
近
い
新
聞
『
ジ
ョ
ル
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

レ
・
デ
ィ
タ
リ
ア
』
（
十
月
二
三
日
）
に
よ
れ
ば
反
対
一
万
一
千
三
百
、
賛
成
一
一
四
と
、
い
ず
れ
に
し
て
も
金
属
機
械
工
の
圧
倒
的
多
数
は

フ
ァ
シ
ス
ト
の
協
定
を
否
認
し
た
。

　
F
工
O
M
の
闘
争
に
は
、
U
I
L
の
外
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
S
N
O
M
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
系
の
U
S
I
も
参
加
し
て
、
こ
う
し
て
労
働
者
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ヴ
ェ
ル
で
は
反
フ
ァ
シ
ス
ト
統
一
戦
線
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
政
治
的
局
面
に
お
い
て
も
フ
ァ
シ
ス
ト
は
苦
境
に
あ
る
と
い
う
好
条
件
の
も
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

あ
り
な
が
ら
、
F
1
0
M
は
「
九
月
か
ら
二
月
ま
で
の
五
ヵ
月
間
、
い
か
な
る
ス
ト
も
宣
言
し
な
い
」
。
F
I
O
M
の
こ
の
行
動
を
支
え
て
い

た
思
想
は
、
C
G
L
の
そ
れ
と
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
ア
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ノ
派
的
合
法
主
義
で
あ
り
、
問
題
を
政
治
化
せ
ず
に
あ
く
ま

で
も
組
合
的
枠
内
で
解
決
せ
ん
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
故
に
ま
た
、
他
の
争
議
と
合
流
さ
せ
て
広
範
な
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
結
合
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
と
い
う
共
産
党
の
主
張
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
り
、
ス
ト
を
組
合
的
枠
内
に
と
じ
こ
め
る
と
い
う
姿
勢
は
そ
の
後
も
貫
か
れ
る
。

　
他
方
、
フ
ァ
シ
ス
ト
協
同
体
の
側
で
も
、
協
定
に
対
す
る
不
満
は
強
く
、
　
一
一
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
協
同
体
第
二
回
大
会
で
は
指
導
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

は
激
し
い
下
部
か
ら
の
つ
き
あ
げ
に
あ
い
、
大
会
は
き
わ
め
て
混
乱
し
た
も
の
と
な
る
。
こ
の
時
期
の
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の

混
乱
と
苦
悩
は
次
の
よ
う
な
ム
ヅ
ソ
リ
ー
二
の
き
わ
め
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ヅ
ク
な
対
応
を
示
し
て
い
る
演
説
が
象
徴
し
て
い
る
。
　
「
諸
君
は
、

フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
が
階
級
主
義
で
も
、
反
階
級
主
義
で
も
な
い
た
め
、
先
決
的
に
何
も
断
言
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
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し
た
。
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
影
青
あ
る
も
の
で
あ
り
、
日
々
に
態
度
を
表
明
し
、
政
治
情
勢
の
現
実
の
条
件
に
答
え
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
れ
は
協
力
を
受
け
入
れ
、
理
解
す
る
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
組
織
を
見
い
出
す
と
こ
ろ
で
は
階
級
協
力
主
義
者
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

い
て
語
ろ
う
と
は
し
な
い
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
組
織
を
見
い
出
す
と
こ
ろ
で
は
階
級
協
力
主
義
老
で
は
な
い
」
。
　
こ
れ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン

デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
理
念
と
現
実
と
の
厳
し
い
矛
盾
の
再
生
産
を
確
認
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
大
会
で
打
ち
出
さ
れ
た
戦
術
は
組
合
の
国

　
　
　
　
　
　
⑱

家
へ
の
組
み
込
み
、
つ
ま
り
組
合
の
国
家
機
関
化
で
あ
り
、
国
家
の
庇
護
下
に
入
る
こ
と
に
よ
り
、
工
業
家
の
抵
抗
と
赤
色
組
織
の
打
倒
を
目

指
す
と
い
う
方
向
で
あ
る
。

　
そ
の
間
に
、
組
合
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
事
態
は
一
段
と
悪
化
す
る
。
協
同
体
と
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
工
業
家
団
体
と
の
協
定
は
イ
ン
フ
レ
の
進
行
と

実
質
賃
金
の
低
下
の
前
に
、
す
ぐ
に
そ
の
無
意
味
さ
を
暴
露
す
る
こ
と
と
な
る
。
ミ
ラ
ノ
の
聯
合
を
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
と
、
二
〇
年
を

一
〇
〇
と
し
た
生
活
費
の
指
数
は
二
四
年
　
月
の
…
一
四
・
二
〇
か
ら
二
四
年
九
月
の
一
一
七
二
二
六
と
三
・
一
六
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
、
協
定
の
締
結
さ
れ
た
十
月
は
一
二
三
・
三
七
、
二
五
年
二
月
に
は
＝
二
一
・
四
八
と
八
・
一
一
ポ
イ
ン
ト
の
急
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
フ

ァ
シ
ス
ト
の
協
定
に
圧
倒
的
な
拒
絶
を
示
し
た
労
働
者
は
二
四
年
一
一
月
に
揖
ン
バ
ル
デ
ィ
ァ
と
ピ
エ
モ
ン
テ
の
工
場
で
の
内
部
委
員
会
更
新

選
挙
で
F
I
O
M
の
候
補
に
票
を
投
じ
る
。
モ
ソ
ザ
の
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
機
械
工
場
で
は
投
票
数
三
三
二
票
、
F
I
O
M
三
一
〇
票
、
ト
リ
ノ

の
ラ
ン
チ
ャ
F
I
O
M
八
三
工
票
、
フ
ァ
シ
ス
ト
一
一
四
票
、
ラ
ン
チ
ャ
車
輔
証
書
F
1
0
M
二
九
三
票
、
フ
ァ
シ
ス
ト
三
〇
票
、
ト
リ
ノ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

デ
ィ
ァ
ッ
ト
工
揚
投
票
数
ご
一
一
二
九
、
F
I
O
M
一
二
一
一
二
。

　
こ
う
し
た
事
態
の
成
り
行
き
の
も
と
で
、
工
五
年
一
月
三
〇
臼
F
I
O
M
の
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ァ
支
部
は
、
共
産
派
の
全
国
ゼ
ネ
ス
ト
の
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
拒
否
し
、
あ
ら
た
め
て
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
た
書
簡
を
工
業
家
に
送
る
。
そ
れ
に
対
し
て
フ
ァ
シ
ス
ト
の
側
は
、
自
信
を
回
復
し
た
一

月
三
日
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
こ
の
下
院
演
説
に
鼓
舞
さ
れ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
大
義
に
理
解
を
示
さ
な
い
工
業
家
へ
の
圧
力
の
強
化
と
、
体
制
の
立
て

直
し
に
着
手
す
る
。
一
月
八
日
協
同
体
と
党
の
指
導
部
の
会
議
で
、
組
合
情
勢
を
検
討
し
、
勤
労
老
階
級
の
価
値
づ
け
の
た
め
の
協
同
の
イ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

シ
ア
テ
ィ
ブ
と
、
国
民
の
精
神
生
活
と
利
害
へ
完
全
に
組
み
込
む
た
め
の
方
策
が
検
討
さ
れ
、
　
一
月
二
三
日
の
大
評
議
会
の
決
議
に
そ
れ
は
受
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け
つ
が
れ
る
。

　
そ
れ
は
前
提
に
お
い
て
「
組
合
活
動
が
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
と
理
念
の
出
7
5
全
な
一
部
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
国
民
的
目
標
へ
の
そ
の
有
効
性

を
確
証
す
る
」
と
し
、
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
が
次
の
三
点
を
実
現
し
た
と
す
る
、
㈲
国
民
の
現
実
と
使
命
感
の
も
と
に
勤
労
人
民
の
「
重
要
な
中

核
」
を
獲
得
し
、
敵
の
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
に
そ
の
反
愛
国
主
義
的
テ
ー
ゼ
を
修
正
せ
し
め
た
、
㈲
賃
金
競
争
に
お
い
て
、
生
産
の
現
象
を
考

慮
し
て
、
資
本
の
任
務
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
労
働
の
防
衛
と
い
う
「
特
別
な
任
務
」
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
機
能
を
高
め
た
、
◎
第
一
「

次
資
源
と
資
本
主
義
的
準
備
の
欠
如
し
、
人
的
資
源
に
富
ん
で
い
る
イ
タ
リ
ア
国
民
は
組
合
規
律
の
な
か
に
、
そ
の
拡
大
の
必
須
の
基
礎
を
凹

い
出
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
「
国
民
的
展
望
」
に
無
理
解
を
示
し
て
い
る
雇
用
主
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
、
　
「
経
済
闘
争
」
に
訴
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
排
除
し
な
い
こ
と
を
承
認
し
、
　
「
国
民
的
組
合
運
動
の
規
律
の
と
と
の
っ
た
運
動
を
保
障
す

る
た
め
」
「
国
民
的
統
一
的
基
盤
に
立
つ
組
合
活
動
が
、
国
家
の
制
度
と
役
人
達
（
目
ω
け
一
け
鐸
♂
一
　
Φ
　
h
篇
口
N
一
◎
昌
ρ
増
一
　
山
①
｝
一
〇
　
ω
け
ρ
汁
O
）
の
も
と
に
調
和
的

対
応
を
見
い
出
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認
め
」
　
『
組
織
さ
れ
て
い
る
経
済
勢
力
の
国
家
生
活
へ
の
組
み
込
み
の
問
題
解
決
が
基
本
で
あ
る

　
　
　
㊧

と
考
え
る
」
。

　
要
す
る
に
、
こ
う
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
方
向
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
危
機
克
服
と
安
定
化
へ
の
歩
み
を
前
に
し
て
、
な
お
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン

デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
国
民
的
大
義
を
容
れ
な
い
工
業
家
に
更
な
る
攻
勢
を
加
え
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
組
み
込
み
、
赤
色
組
織
を
打
倒
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
F
1
0
M
と
同
じ
日
に
、
ラ
ッ
ツ
ァ
は
『
ポ
ー
ポ
ロ
・
デ
ィ
タ
リ
ァ
』
（
一
月
三
〇
日
）
で
「
九
月
の
協
定
に
よ
り
獲
得
さ
れ

た
賃
金
の
改
善
は
…
…
現
在
で
は
賃
金
の
獲
得
能
力
の
効
果
を
無
に
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
」
と
し
、
ロ
ソ
バ
ル
デ
ィ
ア
の
協
同
体
の
代
表
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
討
論
の
結
果
、
賃
金
の
改
畜
の
要
求
を
工
業
家
に
提
出
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
た
。

　
今
度
は
工
業
家
は
、
二
月
十
日
一
方
的
に
男
子
に
は
日
給
に
し
て
一
・
二
〇
リ
ラ
、
婦
人
及
び
一
八
歳
未
満
の
男
子
に
は
○
・
八
○
リ
ラ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

特
別
手
当
の
上
積
み
を
決
定
す
る
。
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
工
業
家
団
体
の
書
面
リ
ベ
ラ
ー
二
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
政
府
の
指
導
に
鼓
舞
さ
れ
た
も
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の
と
さ
れ
た
が
、
二
月
一
四
日
フ
ァ
シ
ス
ト
機
械
工
組
合
の
州
指
導
部
は
下
部
か
ら
の
つ
き
上
げ
に
よ
り
、
拒
否
、
抵
抗
手
段
の
選
択
を
県
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

指
導
者
に
委
ね
る
こ
と
を
決
定
し
、
二
月
二
八
日
に
は
協
同
体
は
自
ら
調
印
し
た
有
効
期
闘
一
年
の
九
月
の
協
定
の
改
訂
を
要
求
す
る
に
護
る
。

　
F
I
O
M
は
、
ミ
ラ
ノ
で
の
機
械
工
組
合
指
導
者
の
集
会
で
、
そ
の
上
積
み
も
生
活
費
騰
貴
に
見
合
わ
な
い
と
し
て
拒
絶
し
た
が
、
待
機
主

義
を
と
り
、
具
体
的
な
行
動
提
起
は
お
こ
な
わ
な
い
。
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①
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目
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O
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八
時
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労
働
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一
九
二
〇
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ワ
シ
ン
ト
ン
国
際
会
議
の
決
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受
け
て
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一
一
三
年
三
月
～
五
日
ム
ッ
ソ
リ
…
二
政
府
が
政
令
を
も
っ
て
公
布
し
た
。
男

　
O
o
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＜
F
。
》
ミ
ニ
娼
や
旨
り
一
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ご
国
．
嵐
巴
霧
餌
乙
抄
。
》
町
所
．
暫
℃
℃
■
①
O
ー
ド
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し
て
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
「
イ
タ
リ
ア
は
、
国
法
に
八
時
間
労
働
制
を
も
っ
た
最
初

　
の
團
の
一
つ
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
一
切
の
社
会
協
定
を
承
認

　
し
た
鍛
初
の
国
で
あ
る
」
と
サ
ソ
・
セ
ポ
ル
ク
ロ
広
揚
で
の
戦
闘
フ
ァ
ッ
シ
の
創

　
設
五
周
年
記
念
集
会
で
述
べ
た
　
（
φ
冨
諺
の
。
ζ
駄
O
慧
§
§
N
ミ
3
〈
o
ド
メ
メ
・

　
℃
・
b
。
O
O
）
。
　
だ
が
そ
れ
は
様
々
な
例
外
規
定
が
も
う
け
ら
れ
、
　
ほ
と
ん
ど
無
意
味

　
な
も
の
と
化
し
て
い
た
。
ロ
ッ
ソ
ー
二
は
ニ
ニ
年
九
月
の
演
説
で
次
の
よ
う
に
述

　
べ
た
が
、
そ
れ
は
八
時
間
労
働
法
に
つ
い
て
の
フ
ァ
シ
ス
ト
の
姿
勢
を
よ
く
示
し

　
て
い
る
。
　
「
フ
ァ
シ
ス
ト
党
と
国
斑
的
組
合
は
絶
対
に
尊
重
し
た
い
と
思
っ
て
い

　
る
八
時
間
労
働
法
を
要
求
し
て
、
労
働
者
は
六
時
閥
、
五
時
間
、
あ
る
い
は
酋
時

　
間
で
は
な
く
、
八
時
間
有
効
に
労
働
す
る
こ
と
を
意
図
す
べ
き
で
あ
る
。
」
国
，
図
？

　
ω
。
。
o
旦
。
特
ミ
卦
や
這
9
い
ず
れ
に
し
て
も
、
要
求
項
目
の
　
つ
に
フ
ァ
シ
ス
ト

　
組
合
自
身
が
い
れ
て
い
る
と
い
う
纂
実
は
、
そ
の
実
効
の
無
さ
を
お
の
ず
と
語
っ

　
て
い
る
。
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露
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⑦
　
二
四
年
五
月
の
協
同
体
全
国
協
議
会
で
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
「
あ
ら
ゆ
る
色
あ
い

　
の
社
会
主
義
者
に
と
っ
て
、
階
級
闘
争
は
規
則
で
あ
り
、
　
方
わ
れ
わ
れ
に
と
つ

　
て
は
例
外
で
あ
る
。
階
級
協
力
は
彼
ら
に
と
っ
て
例
外
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
と

　
っ
て
は
規
則
で
あ
る
。
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
が
ス
ト
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
読

　
む
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、
私
は
決
し
て
あ
わ
て
な
い
」
と
述
べ
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い
る
。
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目
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廟
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ミ
画
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－
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O
H
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⑭
さ
ミ
ニ
℃
L
O
挙

⑮
ア
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ノ
派
重
合
法
主
義
と
は
、
立
憲
的
枠
内
で
の
危
機
の
解
決
、

　
つ
ま
り
二
王
の
介
入
に
よ
る
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
解
任
で
あ
り
、
そ
の
た
め
国
董
を
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驚
か
せ
る
も
の
と
し
て
大
衆
動
員
は
回
避
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま

　
た
、
二
二
年
八
月
の
「
合
法
ゼ
ネ
ス
ト
」
の
敗
北
か
ら
得
た
教
訓
で
あ
っ
た
（
さ
ミ
．

　
℃
・
ド
O
お
…
鋭
H
㊤
ロ
曾
讐
噂
。
賢
h
鋒
℃
℃
℃
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寓
ド
ω
繰
）
。
　
ま
た
C
G
L
、
F
I
O

　
短
の
改
良
派
幹
部
達
の
反
フ
ァ
シ
ス
ト
行
動
に
対
す
る
消
極
さ
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー

　
二
の
構
想
し
て
い
た
、
フ
ァ
シ
ス
ト
鼠
食
だ
け
で
な
く
、
広
く
C
G
L
も
含
め
た

　
「
労
働
党
」
（
勺
螢
H
什
一
け
O
　
鳥
O
｝
　
一
㊤
く
O
同
O
）
　
の
樹
立
に
好
意
を
示
し
て
い
た
と
い
う

　
菓
実
に
も
負
っ
て
い
る
。
園
・
U
Φ
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・
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。
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判
さ
れ
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い
た
に
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か
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ず
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幣
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巳
。
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P
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》
ミ
こ
℃
や

　
嵩
①
る
）
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二
四
年
十
二
月
の
C
G
L
の
全
国
大
会
に
お
い
て
も
再
確
認
さ
れ
る

　
（
ま
ミ
こ
や
ω
込
。
一
）
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版
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れ
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⑳
ま
た
…
月
一
七
日
S
P
A
で
は
F
1
0
M
三
七
四
票
、
フ
ァ
シ
ス
ト
五
〇
票
で

　
F
I
O
M
が
代
議
員
全
員
獲
得
。
同
日
の
ガ
ッ
ロ
ー
ネ
製
練
所
で
も
全
候
補
者
当

　
選
、
二
二
日
ネ
ビ
オ
ロ
で
は
五
人
の
う
ち
四
人
、
二
月
の
ゼ
ニ
ス
・
カ
ー
バ
イ
ト

　
工
場
、
ア
ソ
サ
ル
ド
自
動
車
工
場
、
F
I
A
T
・
チ
…
ニ
ャ
街
工
揚
、
ア
レ
ッ
シ

　
オ
車
影
工
員
で
も
勝
利
を
収
め
る
。
国
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の

　
結
果
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N
ミ
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や
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書
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齢
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一
　
ブ
レ
シ
ア

　
（

　
金
属
機
械
工
の
ス
ト
は
、
前
記
二
月
一
四
日
の
決
定
に
よ
り
行
動
の
自
由
を
得
た
、
フ
ァ
シ
ス
ト
県
連
と
組
合
連
盟
の
書
記
で
下
院
議
員
、

後
に
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
を
つ
い
で
党
書
記
長
と
な
る
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ト
ゥ
ラ
…
テ
ィ
の
指
導
下
に
、
ま
ず
ブ
レ
シ
ア
で
口
火
が
切
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ブ
レ
シ
ア
の
特
徴
は
小
企
業
が
多
く
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
影
響
力
が
例
外
的
に
強
い
こ
と
、
勢
働
評
議
会
が
解
散
さ
せ
ら
れ
て
、
F
I
O
M
の
53　（223）



勢
力
が
弱
体
で
あ
る
こ
と
、
だ
が
労
働
者
は
雇
用
主
と
彼
ら
の
権
利
の
擁
護
の
た
め
に
闘
っ
て
い
る
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
に
結
集
し
て
い
る
こ
と

　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ト
の
背
景
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
の
生
活
費
の
増
大
は
ミ
ラ
ノ
に
比
し
て
急
激
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
指
摘
で
き
る
。

　
ス
ト
の
直
接
の
引
き
金
と
な
る
の
は
県
で
最
大
の
企
業
フ
ラ
ン
キ
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
二
で
の
争
議
で
あ
る
。
こ
の
企
業
は
一
二
年
、
二
二
年
と

二
度
に
わ
た
り
合
計
一
六
％
の
賃
下
げ
を
行
な
い
、
景
気
の
回
復
に
と
も
な
っ
て
、
二
三
年
に
、
保
留
さ
れ
て
い
た
労
働
者
の
五
〇
％
を
二
一

年
に
比
べ
て
も
劣
る
条
件
で
採
用
、
ま
た
二
四
年
九
月
の
協
定
は
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
工
業
家
団
体
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
い
う
口
実
で
適
用
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

拒
否
、
そ
の
代
り
に
二
五
年
一
月
に
協
定
の
一
・
六
〇
リ
ラ
に
対
し
て
一
・
二
〇
リ
ラ
の
生
活
手
当
を
決
定
し
た
。
そ
れ
は
存
在
し
な
い
内
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

委
員
会
と
の
協
定
に
な
る
と
い
う
会
祉
側
の
主
張
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
シ
ス
ト
側
は
態
度
を
一
層
硬
化
さ
せ
る
。

　
こ
う
し
た
事
態
の
緊
迫
下
に
、
ト
ゥ
ラ
ー
テ
ィ
は
二
月
八
日
、
ロ
γ
バ
ル
デ
ィ
ア
工
業
家
団
体
に
加
盟
、
未
加
盟
を
問
わ
ず
、
ブ
レ
シ
ア
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
全
工
業
家
に
書
簡
を
送
り
、
ミ
ラ
ノ
を
例
に
賃
金
の
改
訂
を
要
求
す
る
。
そ
し
て
一
九
日
の
内
相
フ
ェ
デ
ル
ゾ
ー
心
あ
て
電
報
で
工
業
家
は

回
答
を
拒
絶
し
た
こ
と
、
そ
れ
で
「
フ
ァ
シ
ス
ト
労
組
の
精
神
の
緊
張
は
き
わ
め
て
重
大
で
あ
る
。
今
週
中
に
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
重
大
な
争
議
が
予
見
さ
れ
る
」
と
事
態
の
重
大
さ
と
そ
の
責
任
が
工
業
家
に
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
。
だ
が
工
業
家
の
姿
勢
は
政
府
に
支
持
さ

れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
が
故
に
、
非
妥
協
的
で
あ
り
、
二
月
十
日
の
譲
歩
以
上
に
一
歩
も
譲
ら
ず
、
交
渉
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
決
裂
す
る
。

こ
う
し
て
三
月
二
日
、
ス
ト
突
入
が
決
定
さ
れ
る
。
ス
ト
参
加
者
は
第
一
日
目
、
ト
ゥ
ラ
ー
テ
ィ
に
よ
れ
ば
六
千
人
、
県
知
事
に
よ
れ
ば
四
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

人
。
五
日
に
は
約
五
千
五
百
人
、
七
日
に
は
八
千
人
と
な
る
。

　
ト
ゥ
ラ
ー
テ
ィ
は
三
日
朝
の
集
会
で
「
労
働
者
組
織
は
双
方
間
の
い
か
な
る
討
論
も
な
し
に
引
き
上
げ
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
で
き
な
い
」
と
宣
書
、
ま
た
F
・
ス
ヵ
ル
ヴ
ァ
イ
ネ
ヅ
リ
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
あ
て
電
報
は
フ
ァ
シ
ス
ト
側
の
意
図
を
更
に
は
っ
き
り
と
示
し

て
い
る
。
　
「
物
価
高
に
相
応
し
い
譲
歩
の
交
渉
で
工
業
家
の
拒
否
に
直
面
し
、
工
場
の
放
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
六
千
の
ブ
レ
シ
ア
の
金
属
機

械
工
を
閣
下
は
信
じ
、
祖
国
の
旗
の
ま
わ
り
に
結
集
し
た
ブ
レ
シ
ア
の
勤
労
者
に
よ
っ
て
闘
わ
れ
て
い
る
大
義
は
正
当
な
も
の
と
閣
下
は
感
じ

　
　
　
　
　
　
⑩

ら
れ
る
で
し
ょ
う
」
。
こ
こ
に
フ
ァ
シ
ス
ト
の
意
図
が
、
経
済
的
と
い
う
以
上
に
、
き
わ
め
て
政
治
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
ス
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ト
は
表
面
的
に
は
フ
ァ
シ
ス
ト
の
要
求
を
工
業
家
側
が
拒
否
し
た
か
ら
で
は
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
工
業
家
側
の
一
方
的
な
手
当
の
引
き
上
げ

に
見
ら
れ
る
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
の
無
視
、
ひ
い
て
は
そ
の
役
割
に
対
す
る
無
理
解
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
F
I
O
M
の

「
破
壊
主
義
者
」
の
ス
ト
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
四
日
の
集
会
で
ト
ゥ
ラ
ー
テ
ィ
は
協
同
体
総
同
盟
の
書
記
長
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ヅ
ソ
ー
二
、
金
属
協
同
体
副
書
記
ラ
ッ
ツ
ァ
、
更
に
は
ミ
ラ
ノ
の
諸
組
合
の
連
帯
電
報
を
読
み
上
げ
、
七
日
の
『
ポ
ー
ポ
ロ
・
デ
ィ
・
ブ
レ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ア
』
は
党
書
記
長
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
も
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
る
。

　
だ
が
、
協
同
体
、
工
業
家
と
の
数
度
の
交
渉
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
日
の
ミ
ラ
ノ
県
知
事
の
ム
ヅ
ソ
リ
ー
二
あ
て
電
報
は
、
　
「
組
合
協
同
体

を
指
導
し
て
い
る
ト
ゥ
ラ
ー
テ
ィ
は
、
一
・
二
〇
リ
ラ
か
ら
二
・
五
〇
リ
ラ
に
減
額
可
能
な
三
・
五
〇
リ
ラ
を
要
求
し
、
一
方
工
業
家
は
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

二
〇
リ
ラ
以
上
の
引
き
上
げ
は
欲
し
て
い
な
い
」
と
双
方
の
非
妥
協
的
態
度
に
よ
る
解
決
の
困
難
さ
を
訴
え
て
い
る
。

　
だ
が
ス
ト
は
ブ
レ
シ
ア
に
限
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
重
大
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
情
勢
は
ミ
ラ
ノ
、
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ノ
、
ト
リ
エ
ス
テ
等
で
も
緊
迫
化
し
て
お
り
、
長
引
け
ば
他
部
門
へ
も
波
及
は
必
至
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
八
日
ブ
レ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

県
知
事
に
打
電
し
、
ス
ト
支
援
に
赴
く
ロ
ッ
ソ
二
二
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
よ
う
要
請
す
る
が
、
ロ
ッ
ソ
二
二
は
、
そ
れ
を
無
視
し
、
無
条
件

降
伏
は
不
可
能
と
県
知
事
に
語
り
、
そ
し
て
ブ
レ
シ
ア
の
労
働
者
に
向
っ
て
「
フ
ァ
シ
ス
ト
革
命
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
サ
イ
フ
を
肥
ら
せ
る
た
め
、

工
業
家
を
富
ま
せ
る
た
め
に
で
は
な
く
、
イ
タ
リ
ア
に
平
穏
さ
と
安
寧
を
与
え
る
た
め
に
な
さ
れ
た
」
と
工
業
家
の
フ
ァ
シ
ス
ト
革
命
に
対
す

る
無
理
解
を
批
難
し
、
　
「
も
し
和
解
に
達
し
な
い
と
す
れ
ば
、
私
は
完
金
な
行
動
の
自
由
を
再
び
取
り
上
げ
、
ロ
ソ
バ
ル
デ
ィ
ア
に
全
協
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

無
効
を
通
告
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
ス
ト
の
拡
大
を
も
っ
て
工
業
家
を
威
嚇
す
る
。

　
ブ
レ
シ
ア
県
知
事
は
、
十
日
、
八
日
の
交
渉
で
一
度
提
案
さ
れ
た
ブ
レ
シ
ア
県
の
み
の
賃
上
げ
に
よ
っ
て
局
面
打
開
を
は
か
る
こ
と
を
ム
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ソ
リ
ー
二
に
進
言
す
る
が
、
事
態
は
、
逆
に
、
ロ
ヅ
ソ
ー
二
の
通
告
通
り
ス
ト
の
ミ
ラ
ノ
へ
の
拡
大
を
も
っ
て
、
全
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
ア
規
模
と

な
り
、
本
格
的
局
面
へ
突
入
す
る
。
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八
日
の
総
理
府
次
官
ス
ア
ル
ド
あ
て
ブ
レ
シ
ア
県
知
事
の
電
報
「
労
働
の
放
棄

　
は
、
当
地
で
多
数
で
あ
る
織
物
工
、
化
学
工
に
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
」
、
ま
た
別

　
の
電
報
「
再
下
の
と
こ
ろ
ス
ト
は
県
に
拡
大
し
、
労
働
者
の
要
求
が
容
れ
ら
れ
な

　
い
の
を
見
て
い
る
所
で
は
、
ゼ
ネ
・
ス
ト
が
予
想
さ
れ
る
」
。
局
O
o
乙
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〈
P
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や
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Q
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■

⑯
　
　
「
直
ち
に
以
下
の
こ
と
を
止
口
げ
ら
れ
た
し
。
ヴ
ァ
ル
ダ
ル
ノ
と
カ
ッ
ラ
ー
ラ
で

　
不
幸
の
う
ち
に
終
結
し
た
そ
れ
に
今
や
類
似
し
て
い
る
ブ
レ
シ
ア
の
ス
ト
情
勢
に

　
真
剣
に
注
意
さ
れ
た
し
。
出
口
な
し
の
情
勢
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
を
回
避
す

　
る
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
も
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
そ
れ
に
対
し
て
最
良
の
闘
い

　
に
着
手
し
た
古
い
社
会
主
義
者
の
有
害
な
習
慣
に
従
っ
て
、
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

　
ス
ト
が
拡
大
さ
れ
る
際
に
は
、
私
の
意
見
は
、
都
市
産
業
大
衆
は
ま
だ
大
多
数
が

　
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
順
応
し
て
い
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
あ
る
い
は
全
面
的
な
喪
失

　
の
も
と
に
最
も
赤
色
へ
の
こ
の
種
の
飛
躍
を
行
な
う
こ
と
は
、
無
益
で
あ
る
」
。

　
き
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二
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後
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ー
二
自
身
に
よ
り
否
定
さ
れ
る
が
、
十
一
艮
の
『
ポ
ー
ポ
ロ
・
デ

　
イ
タ
リ
ア
』
の
報
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
「
わ
れ
わ
れ
は
企
業
の
繁
栄
の
た
め
協

　
力
す
る
用
意
が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
近
代
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
も
意
図
も
所
有
し
て
い

　
な
い
工
業
家
達
の
、
そ
し
て
そ
の
利
己
的
で
特
殊
な
闘
的
の
た
め
に
黒
シ
ャ
ツ
隊

　
を
あ
ま
り
に
も
利
用
し
た
工
業
家
達
の
財
布
を
望
ま
せ
る
た
め
に
協
力
す
る
用
意

　
が
あ
る
と
は
述
べ
な
か
っ
た
」
と
工
業
家
を
激
し
く
攻
撃
し
て
い
る
。
し
d
■
Q
〈
P

　
9
篤
恥
鼠
。
憾
ミ
噛
二
や
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ニ
　
ミ
　
ラ
　
ノ

（
ミ
ラ
ノ
で
も
事
態
は
緊
迫
の
度
を
増
し
て
い
た
が
、

そ
こ
で
の
端
緒
と
な
る
の
は
エ
ド
ア
ル
ド
・
ビ
ア
ン
キ
工
場
で
の
争
議
で
あ
る
。
二
月
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十
日
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
は
会
社
に
書
簡
を
送
り
、
日
給
四
・
四
〇
リ
ラ
の
引
き
上
げ
を
要
求
し
て
交
渉
に
入
る
が
、
会
社
側
は
賃
金
は
ミ
ラ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
一
番
高
い
こ
と
、
ま
た
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
工
業
家
団
体
の
決
定
を
破
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
要
求
を
却
下
す
る
。
そ
こ
で
三
月
九
日
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ア
シ
ス
ト
は
ス
ト
賛
否
の
投
票
を
実
施
す
る
。
賛
成
六
九
二
票
、
反
対
五
〇
二
票
、
棄
権
八
一
と
結
果
は
微
妙
で
あ
っ
た
が
、
一
一
日
か
ら
労

働
者
は
職
場
を
放
棄
し
、
他
の
工
揚
で
も
そ
れ
へ
の
連
帯
ス
ト
が
発
生
、
　
一
二
日
県
知
事
は
フ
ェ
デ
ル
ゾ
ー
二
に
あ
て
「
全
体
で
一
万
一
千
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

労
働
者
」
と
ス
ト
の
拡
大
を
打
電
し
た
。

　
だ
が
、
ミ
ラ
ノ
で
は
ブ
レ
シ
ア
と
異
な
り
、
F
I
O
M
の
影
響
力
は
強
大
で
あ
る
。
一
一
日
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
、
及
び
フ
ェ
デ
ル
ゾ
ー
一
｝
あ

て
電
報
で
県
知
事
が
「
ブ
レ
シ
ア
の
争
議
は
、
ミ
ラ
ノ
と
他
の
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
の
諸
県
に
拡
大
が
予
見
さ
れ
、
こ
こ
ビ
ア
ン
キ
工
場
で
の
開

始
は
、
ブ
レ
シ
ア
に
お
け
る
ロ
ッ
ソ
ー
二
議
員
に
よ
り
昨
日
公
然
と
な
さ
れ
た
客
足
が
直
接
の
結
果
で
あ
る
。
F
王
O
M
は
今
日
、
新
聞
紙
上

で
ブ
レ
シ
ア
の
機
械
工
に
連
帯
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、
全
一
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
が
運
動
の
拡
大
を
追
究
す
る
時
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
れ
は
少
な
く
と
も
当
地
で
は
機
械
工
大
衆
の
大
部
分
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
F
I
O
M
に
主
宰
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
危
惧
し
た
通

り
、
ス
ト
の
拡
大
を
前
に
し
て
F
工
O
M
も
事
態
を
静
観
し
て
い
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
＝
日
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
工
業
家
団
体
に
書
簡
を
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

り
、
協
同
体
の
非
代
表
性
と
全
面
的
な
労
働
条
件
の
改
訂
を
要
求
し
て
、
＝
一
日
、
回
答
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
前
年
秋
F
王
O
M
を
中
心
に
、

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
系
、
カ
ト
リ
ヅ
ク
系
、
共
和
党
系
の
諸
組
織
を
も
っ
て
結
成
さ
れ
た
組
合
間
委
員
会
は
翌
日
か
ら
の
ス
ト
突
入
を
指
令
し
、
ス

ト
冒
的
を
四
点
に
わ
た
・
て
明
確
化
す
軸
・

　
こ
の
F
I
O
M
の
介
入
を
も
っ
て
、
争
議
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
。
県
知
事
は
直
ち
に
、
　
一
三
臼
以
降
の
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
そ
れ
も
含
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
、
一
切
の
集
会
の
禁
止
措
置
を
取
る
。
だ
が
ス
ト
参
加
者
は
、
一
二
日
の
一
万
二
千
人
か
ら
、
＝
二
β
に
は
四
万
四
千
人
へ
と
増
大
し
、
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ラ
ノ
県
全
体
に
拡
大
す
る
。

　
県
知
事
の
懸
念
し
た
事
態
の
発
展
を
前
に
し
て
、
ラ
ッ
ツ
ァ
は
「
ス
ト
は
試
み
の
た
め
に
、
単
に
午
後
ビ
ア
ン
キ
工
場
に
隈
定
さ
れ
た
が
、

真
実
は
協
同
体
は
ミ
ラ
ノ
で
は
ご
く
わ
ず
か
な
支
持
者
し
か
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
伝
説
を
暴
露
す
る
た
め
、
最
初
か
ら
一
般
化
さ
せ
る
こ
と
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⑨

が
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
」
と
力
の
誇
示
と
い
う
フ
ァ
シ
ス
ト
側
の
ス
ト
拡
大
の
意
図
を
明
言
し
た
が
、
F
1
0
M
の
介
入
は
組
合
代

表
権
を
ど
ち
ら
が
握
る
の
か
と
い
う
点
で
、
争
議
全
体
に
必
然
的
に
政
治
的
性
格
を
刻
印
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
よ
う
な
事
態
の
も
と
で
、
フ
ァ
シ
ス
ト
側
は
一
方
で
は
F
工
O
M
の
ス
ト
と
の
相
違
、
他
方
で
工
業
家
へ
の
圧
力
の
強
化
を
も
っ
て
フ

ァ
シ
ス
ト
組
合
と
の
み
に
よ
る
速
や
か
な
協
定
締
結
を
目
指
す
。

　
『
ポ
！
ポ
ロ
・
デ
ィ
タ
リ
ア
』
（
三
月
一
三
日
）
は
ス
ト
は
経
済
闘
争
に
お
け
る
規
則
で
は
な
く
、
例
外
で
あ
り
、
経
済
生
活
に
害
を
与
え

　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
ま
た
ロ
ッ
ソ
ー
二
は
「
も
は
や
賃
金
闘
争
が
で
は
な
く
、
反
フ
ァ
シ
ス
ト
的
政
治
行
動
が
問
題
で
あ
る
」
「
全
て
の

老
に
、
と
り
わ
け
自
己
の
利
害
の
た
め
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
工
業
家
に
対
し
て
、
社
会
主
義
老
が
決
し
て
望
ま
ず
、
行

な
う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
ス
ト
を
わ
れ
わ
れ
は
行
な
う
決
意
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
と
こ
と
ん
ま
で
行
く
決
意

　
　
　
　
⑪

を
し
て
い
る
」
と
語
り
、
工
業
家
を
厳
し
く
批
難
す
る
。
党
書
記
長
フ
ァ
リ
ナ
ヅ
チ
は
一
四
日
、
金
属
機
械
工
の
ス
ト
へ
の
フ
ァ
シ
ス
ト
諸
県

連
の
連
帯
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
し
、
そ
し
て
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
に
と
ら
わ
れ
「
汚
い
政
治
」
を
行
な
っ
て
い
る
工
業
家
と
「
国
の
運
命
を
真
剣

に
心
に
と
め
て
い
る
」
工
業
家
と
を
区
別
す
る
。
ま
た
「
わ
ず
か
ば
か
り
の
良
識
が
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
現
在
こ
の
事
態
に
は
い
な
い
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ろ
う
」
と
非
を
、
国
民
的
大
義
を
忘
れ
て
い
る
工
業
家
の
良
識
の
欠
如
に
帰
し
た
。

　
ス
ト
の
速
や
か
な
終
結
と
い
う
点
で
は
、
協
同
体
指
導
部
、
党
書
記
長
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
も
政
府
も
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
ム
ッ
ソ
リ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

二
の
介
入
に
よ
り
、
＝
二
日
ロ
ー
マ
で
協
同
体
と
工
業
総
同
盤
と
の
間
に
ト
ッ
プ
会
談
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
工
業
家
を
力
づ
く
で

屈
服
さ
せ
る
た
め
、
三
月
一
四
日
ミ
ラ
ノ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
本
部
に
ト
ゥ
ラ
ー
テ
ィ
、
ラ
ッ
ツ
ァ
、
ラ
ン
フ
ラ
ン
コ
ー
リ
、
メ
ラ
ン
ド
リ
、
ジ

ャ
ン
パ
オ
リ
等
が
出
席
し
て
、
以
下
の
如
き
内
容
の
最
後
通
牒
を
作
製
す
る
。
園
答
期
限
は
一
五
日
正
午
で
①
二
四
年
七
月
の
要
求
に
そ
っ
て

の
現
行
の
協
約
の
改
訂
、
②
生
活
費
の
増
大
に
見
合
う
賃
金
の
引
き
上
げ
、
反
対
の
場
合
に
は
「
全
イ
タ
リ
ア
で
完
全
な
活
動
の
自
由
を
再
び

取
る
」
。
そ
し
て
翌
日
の
ミ
ラ
ノ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
集
会
で
、
　
ラ
ッ
ツ
ア
は
工
業
家
が
妥
結
に
応
じ
な
い
回
合
に
は
、
武
力
の
行
使
を
示
唆
す

⑭
る
。

（228）　58



ファシスト・サンディカリズムの理念と現実（桐生）

　
そ
の
間
三
月
一
五
日
、
交
渉
の
場
が
ロ
ー
マ
か
ら
ミ
ラ
ノ
に
移
さ
れ
、
フ
ェ
デ
ル
ゾ
…
二
、
ブ
ラ
ン
デ
イ
、
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
、
ア
ル
ナ
ル
ド

・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
出
席
の
も
と
に
妥
協
に
達
す
る
。
内
容
は
二
月
越
認
め
ら
れ
た
一
・
二
〇
リ
ラ
の
ほ
か
に
、
生
活
手
当
と
し
て
二
月
一
日

に
さ
か
昇
っ
て
一
リ
ラ
上
積
み
す
る
、
こ
れ
は
三
ケ
月
毎
に
改
訂
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
他
の
要
求
は
ム
ヅ
ソ
リ
ー
二
の
主
宰
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

毎
の
組
合
間
の
協
定
に
委
ね
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
賃
上
げ
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
二
・
五
〇
リ
ラ
の
要
求
に
対
し
、
工
業
家
は
二
・
○
○
リ

ラ
に
ま
で
譲
歩
、
最
終
的
に
は
二
・
二
〇
リ
ラ
と
双
方
の
中
間
点
で
折
り
合
っ
た
も
の
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
も
フ
ァ
シ
ス
ト
側
の
要
求
と
は

ほ
ど
遠
い
が
、
し
か
し
F
I
O
M
を
排
除
し
た
フ
ァ
シ
ス
ト
の
み
と
の
協
定
と
い
う
こ
と
で
、
組
合
代
表
の
独
占
の
実
質
化
の
要
求
が
貫
徹
さ

れ
た
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
協
同
体
に
と
っ
て
実
を
捨
て
、
名
を
取
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
後
そ
の
一
層
の
実
質
化

と
非
フ
ァ
シ
ス
ト
系
組
合
の
排
除
、
更
に
は
工
業
家
の
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
大
義
へ
の
組
み
込
み
の
方
向
性
が
追
究
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　
だ
が
、
こ
の
妥
結
に
至
る
に
し
て
も
、
協
同
体
の
み
で
は
不
可
能
で
ブ
ェ
デ
ル
ゾ
思
川
、
グ
ラ
ソ
デ
ィ
、
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
、
A
・
ム
ッ
ソ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

一
二
が
ロ
ー
マ
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
電
話
連
絡
を
と
り
つ
つ
な
さ
れ
た
も
の
で
、
争
議
の
最
終
局
面
で
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
介
入
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
の
自
律
主
義
が
敗
北
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
逆
に
政
府
、
党
の
下
に
入
る
こ
と
に
な

る
。　

さ
て
、
こ
う
し
て
フ
ァ
シ
ス
ト
は
一
六
日
か
ら
の
労
働
再
開
を
命
じ
る
が
、
F
I
O
M
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
と
の
協
定
は
規
乱
言
で
完
全
な
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
フ
ァ
シ
ス
ト
の
組
織
は
労
働
者
を
代
表
し
て
い
ず
、
そ
の
真
の
代
表
は
F
I
O
M
で
あ
り
、
F
工
O
M
の
排
除
さ
れ
た
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

定
は
無
効
と
し
て
、
ス
ト
続
行
を
指
令
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
県
知
事
は
F
1
0
M
の
集
会
の
解
散
、
新
聞
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
公
表
の
禁
止
、

そ
れ
を
印
歯
し
た
『
コ
ッ
リ
エ
ー
レ
・
デ
ッ
ラ
・
セ
ー
ラ
』
、
社
会
党
機
関
紙
『
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
』
、
改
良
派
の
統
一
社
会
党
機
関
紙
『
ジ
ュ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

テ
ィ
ッ
ツ
ィ
ア
』
、
共
産
党
機
関
紙
『
ウ
ニ
タ
』
の
押
収
等
の
一
連
の
行
動
規
制
措
置
を
行
な
う
が
、
労
働
へ
の
復
帰
老
は
ご
く
わ
ず
か
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ミ
ラ
ノ
の
金
属
機
械
工
の
七
〇
％
－
七
五
％
は
家
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
事
態
を
フ
ァ
シ
ス
ト
は
看
過
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
要
求
と
妥
結
内
容
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
そ
れ
は
労
働
者
の
権
利
擁
護
に

お
け
る
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
の
無
能
さ
、
ま
た
労
働
老
も
経
営
老
も
生
産
老
と
し
て
、
生
産
の
増
大
と
国
民
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
フ
ァ
シ

ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
説
く
大
義
の
無
内
容
さ
を
暴
露
す
る
も
の
で
あ
り
、
F
I
O
M
の
ス
ト
続
行
を
黙
視
し
て
お
れ
ば
、
フ
ァ
シ
ス

ト
組
合
の
敗
北
は
必
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
は
「
F
工
O
M
は
ど
う
か
す
き
に
し
た
ま
え
。
そ
の
加
盟
者
は
、
労
働
に
赴
く
か
あ

る
い
は
ス
ト
を
継
続
す
る
か
の
主
人
で
あ
る
。
だ
が
彼
ら
の
争
議
は
政
治
的
性
格
を
保
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
よ
う
な
場
合
に
は
介
入
の
用
意
の
あ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
政
府
を
詠
い
出
す
で
あ
ろ
う
」
と
武
力
介
入
を
も
っ
て
威
嚇
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
し
て
一
八
貸
、
F
1
0
M
を
中
心
と
す
る
組
合
間
委
員
会
は
突
然
ス
ト
終
結
宣
言
を
発
す
る
。
そ
の
理
由
は
は
っ
き
り
と
は
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
ス
ト
終
結
後
、
更
に
三
日
間
に
わ
た
り
ス
ト
が
圧
倒
的
に
継
続
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
示
さ
れ
て
い
る
旧
組
織
へ
の

大
衆
の
忠
実
さ
、
フ
ァ
シ
ス
ト
が
労
働
老
を
現
実
に
代
表
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
満
足
し
た
こ
と
、
更
に
は
起
り
う
べ
き
フ
ァ
シ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
テ
ロ
へ
の
恐
怖
で
あ
る
。
こ
う
し
て
F
王
O
M
は
実
を
取
り
、
名
を
捨
て
た
が
、
四
点
の
要
求
は
い
ず
れ
も
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

で
、
　
「
事
実
の
分
野
で
は
、
九
月
の
協
定
に
つ
い
で
二
度
目
の
敗
北
」
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＜
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。
①
堕

　
②
口
d
＜
p
9
蝋
魯
焼
。
慧
蔑
二
や
一
〇
ω
9
畢
O
o
a
o
毒
▼
o
》
賦
野
℃
・
G
。
①
。
。
■

　
③
ゆ
d
く
ρ
O
ミ
§
愚
ミ
評
や
H
O
ω
ド

　
　
　
「
フ
ァ
シ
ス
ト
協
同
体
書
記
ラ
ッ
ツ
ァ
が
、
昨
預
、
可
能
な
眼
り
機
械
工
の
ス

　
　
ト
を
制
限
す
る
と
約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
朝
鴫
ら
か
に
彼
の
命
令
で
、

　
　
い
つ
も
の
や
り
方
で
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
労
働
者
部
隊
は
、
ビ
ア
ン
キ

　
　
の
外
、
ミ
ラ
ノ
の
ロ
メ
ー
オ
・
ナ
ッ
サ
ン
、
ウ
ボ
ル
デ
ィ
、
ブ
レ
ダ
、
ブ
ン
ト
、

　
　
C
G
E
、
り
ー
ヴ
ァ
、
ス
ト
ゥ
キ
、
ス
テ
ィ
グ
レ
ル
で
、
都
分
的
に
は
セ
ス
ト
・

　
　
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の
ブ
レ
ダ
、
ミ
ラ
ノ
の
ミ
ア
ー
二
・
エ
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト

　
　
リ
で
、
完
全
な
ス
ト
を
実
現
し
て
、
主
要
工
場
の
前
に
現
れ
た
」
。

　
④
　
N
ミ
罫
や
H
8
ド

を
喫
し
た
と
い
え
る
。

　
　
⑤
　
　
「
前
年
九
月
の
一
致
は
労
働
者
の
大
部
分
に
よ
り
麺
絶
さ
れ
て
、
不
十
分
で
妨

　
　
　
害
物
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
先
月
に
与
え
ら
れ
た
引
き
上
げ
は
、
深
刻
な
不

　
　
　
自
由
と
い
う
情
勢
を
い
や
し
は
し
な
か
っ
た
。
…
…
機
械
糸
組
合
は
規
則
的
協
定

　
　
　
に
よ
り
そ
の
労
働
条
件
を
と
と
の
え
る
権
利
を
要
求
す
る
。
…
…
も
し
こ
の
要
求

　
　
　
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
な
ら
、
国
は
そ
の
不
可
避
の
結
果
が
誰
に
属
す
る
か
判
断

　
　
　
す
る
で
あ
ろ
う
」
。
　
《
q
巳
＄
y
嵩
巨
p
農
。
お
謡
旧
国
d
〈
P
O
ミ
鴇
ご
篭
適
二

　
　
　
や
お
ω
G
。
旨
①
Φ
●

　
　
⑥
ω
生
活
費
の
増
大
に
冤
合
う
賃
金
の
改
訂
と
そ
の
定
期
的
修
正
、
②
最
低
賃
金

　
　
　
の
制
定
、
③
二
〇
年
の
F
1
0
M
と
の
協
約
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
特
別
労
働
の
、

　
　
　
そ
し
て
全
体
の
賃
金
に
基
づ
き
計
算
さ
れ
た
割
合
の
復
活
、
匙
0
退
職
者
、
被
解

　
　
　
雇
者
の
収
入
全
体
に
基
づ
い
た
退
職
手
当
と
休
暇
手
当
の
拡
大
。
　
《
φ
白
鳳
y
H
。
。
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ヨ
薗
噌
N
O
戸
㊤
b
σ
∬
切
．
q
〈
P
O
説

翫
譜
や
ω
①
①
●

8
き
特
ミ
噺
こ
℃
や
吋
8
令
㎝
…
河
O
o
乙
。
＜
P
o
》

⑦
切
．
d
＜
F
O
登
§
愚
ミ
馬
こ
や
δ
ω
心
．

⑧
ま
ミ
噛
や
回
O
ミ
．

⑨
　
N
窯
3
や
お
ω
ρ

⑩
き
ミ
魑
娼
娼
L
8
b
。
－
。
。
嚇
糊
O
o
居
α
o
〈
p
息
■
ミ
ニ
や
ω
①
刈
．

⑪
冨
q
く
P
O
識
8
ご
特
ミ
馬
二
℃
・
日
O
畿
・
ま
た
別
の
箇
所
で
は
、

　
　
「
も
し
、
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
の
最
近
の
示
威
運
動
に
お
い
て
、
工
業
家
組
織
が

　
和
解
的
提
案
を
前
に
し
て
、
い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
わ
れ
わ
れ
を
王
手
づ
み

　
に
す
る
決
意
を
し
て
い
る
固
い
雰
妥
協
さ
が
示
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
ま
た
機
械

　
工
の
争
議
に
お
い
て
、
ス
ト
抜
き
の
友
好
的
な
了
解
の
可
能
性
が
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

　
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
私
は
、
わ
れ
わ
れ
の
組
合
政
策
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
理
想
の

　
最
も
献
身
的
な
勢
力
の
一
つ
…
…
に
打
撃
を
与
え
る
と
い
う
目
標
を
も
っ
て
冷
酷

　
に
攻
撃
さ
れ
た
と
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
…
…
。
重
要
な
こ
と
は
物
質
的
な
意
味

　
で
の
勝
敗
で
は
な
い
、
重
要
な
の
は
国
民
の
様
々
な
経
済
的
集
団
の
提
案
と
方
法

　
に
対
し
て
明
確
さ
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
《
図
℃
o
o
ρ
y
鋸
導
賀
N
o
）
。

　
　
そ
れ
に
対
し
て
一
四
日
『
コ
ッ
リ
エ
ー
レ
・
デ
ッ
ラ
・
セ
ー
ラ
』
は
工
業
界

　
「
思
慮
分
鋼
の
あ
る
者
」
の
代
弁
者
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
「
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
は
大
き
な
熱
情
を
も
っ
て
、
金
属
機
械

　
工
業
家
に
対
す
る
闘
争
に
身
を
投
じ
た
。
こ
の
ス
ト
を
そ
の
能
力
、
力
の
崇
高
な

　
証
拠
と
考
え
、
そ
れ
で
単
な
る
経
済
闘
争
を
凌
い
で
い
る
価
値
を
勝
利
に
帰
し
て

　
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
…
…
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
が
赤
色
サ
ソ
デ

　
ィ
カ
リ
ズ
ム
か
ら
区
別
さ
れ
た
い
と
示
唆
し
て
い
る
方
法
は
、
区
別
が
、
当
時
嘆

　
か
れ
て
い
た
態
度
と
方
法
の
単
純
な
尖
鋭
化
の
な
か
に
の
み
表
わ
れ
る
べ
き
で
は

　
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
疑
わ
せ
る
。
…
…
闘
争
の
正
常
な
一
合
法
的
な
1
発

　
展
か
ら
か
け
離
れ
る
で
あ
ろ
う
威
圧
形
式
に
先
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
威
嚇

　
的
調
子
が
と
ら
れ
た
」
。
幻
．
U
Φ
同
⑦
一
8
ρ
」
§
噛
訟
O
§
N
画
品
誉
偽
駐
ミ
H
H
・
卜
．
O
苧

偽
§
詩
零
職
§
馬
§
ミ
。
砺
馬
ミ
。
誉
§
防
ミ
遣
鋏
占
潟
や
日
。
コ
コ
。
ド
㊤
①
。
。
（
以
下

　
憲
騎
恥
ミ
慧
画
嵩
γ
℃
や
㊤
卜
。
l
Q
◎
．
ま
た
工
業
総
同
盟
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
男
O
o
乙
。
く
餌
暫

　
o
》
鼠
蝋
こ
や
ω
課
塵

⑫
φ
q
く
p
ミ
画
§
愚
ミ
鯛
こ
唱
．
δ
ホ
…
男
O
o
a
o
＜
p
。
》
ミ
．
噌
や
雪
ω
．

⑬
頃
・
⇔
く
2
Q
隷
§
息
ミ
計
毛
」
9
？
①
．

⑭
き
ミ
噛
℃
」
O
心
。
。
”
局
O
。
箆
。
≦
、
。
》
ミ
こ
や
ω
刈
蒔
’

⑮
φ
q
〈
p
ミ
功
§
特
ミ
寛
正
や
お
お
ふ
O
…
男
O
o
a
o
〈
費
。
笹
偽
鈍
毛
■
ω
ミ

　
；
Q
◎
。

⑯
　
　
「
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
議
員
は
、
電
話
室
と
会
議
室
の
間
を
行
き
来
し
、
ド
ゥ
！
チ

　
ェ
の
考
え
を
伝
え
、
閣
僚
会
議
議
長
が
受
け
容
れ
う
る
と
信
じ
ら
れ
る
要
求
を
越

　
え
な
い
よ
う
に
フ
ァ
シ
ス
ト
を
説
得
し
、
譲
歩
す
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
正
し
い
か
、

　
工
業
家
を
説
得
す
る
の
に
奔
走
し
て
い
た
」
。
《
℃
o
唱
。
一
〇
α
、
潔
巴
す
y
寒
ヨ
p
話
P

　
貯
b
⇔
．
q
〈
P
O
趨
魯
ご
特
ミ
跡
「
℃
や
δ
お
ふ
9
男
O
o
乙
。
〈
p
層
。
賢
亀
鳳
二
℃
℃
’

　
ら
。
謡
I
Q
Q
■

⑰
潤
⇔
く
p
O
ミ
§
愚
ミ
評
や
H
8
⑩
…
《
q
巳
畠
y
嵩
厳
葭
N
ρ

⑱
N
ミ
筋
質
。
。
ヨ
9
震
9
b
ご
・
q
く
p
窮
識
恥
9
愚
ミ
卦
℃
」
O
O
㊤
辱

⑲
《
q
駄
邸
y
μ
。
。
旨
霞
N
。
…
φ
q
〈
餌
．
O
獄
§
愚
ミ
帖
こ
℃
や
H
ミ
？
ご
男
9
学

　
畠
。
〈
甜
。
鳶
職
一
こ
や
○
。
o
。
ρ

⑳
φ
q
＜
ρ
O
識
§
愚
ミ
噛
こ
℃
や
δ
窺
－
卜
⊃
■

⑳
F
工
O
M
の
ス
ト
終
結
ア
ピ
ー
ル
は
《
q
仁
寿
y
H
㊤
葺
ρ
嵩
ρ

　
　
「
F
王
O
M
と
そ
れ
に
加
盟
し
て
い
る
組
織
は
、
諸
君
に
ス
ト
継
続
を
命
令
し
、

　
諸
君
は
規
律
を
も
っ
て
服
し
た
。
…
…
そ
の
不
在
の
も
と
で
の
い
か
な
る
一
致
も

　
実
質
的
に
は
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
、
そ
し
て
諸
齎
は
そ

　
の
こ
と
を
示
し
た
」
。

⑫
　
し
ば
ら
く
後
に
F
1
0
M
の
書
記
長
B
・
ブ
オ
ッ
ツ
ィ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る

　
「
協
同
体
の
協
定
が
締
結
さ
れ
て
、
抵
抗
は
工
業
家
に
対
し
て
以
上
に
、
政
府
に

　
対
し
て
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
そ
し
て
ス
ト
の
打
倒
と
起
り
う
べ
き
組
織
の
解
散
、
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あ
る
い
は
わ
れ
わ
れ
の
側
に
い
か
な
る
可
能
性
も
無
い
長
い
抵
抗
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
諸
新
聞
の
毎
日
の
確
実
な
押
収
、
そ
し
て
数
週
問
掛
の
消
耗
に
よ
る
終
結
、
を

惹
き
起
し
た
で
あ
ろ
う
」
。
《
し
d
簿
＄
σ
q
冨
。
。
ぎ
α
鍔
巴
帥
》
℃
8
c
。
α
q
貯
◎
q
p
o
ド
露
伊
営
男

　
O
o
a
o
＜
ρ
o
》
ミ
こ
や
G
。
c
。
O
●

＠
　
口
q
＜
ρ
O
識
魯
ご
特
ミ
帖
こ
娼
，
ド
ミ
ド
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三
　
ト
　
リ
　
ノ

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
金
属
機
械
工
の
ス
ト
は
、
ブ
レ
シ
ア
か
ら
ミ
ラ
ノ
、
そ
し
て
ト
リ
ノ
、
ト
リ
エ
ス
テ
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
、
ナ
ポ
リ
等
へ
と
そ
の
波
動
を
拡
げ
て

い
く
。
な
か
で
も
そ
の
後
の
結
果
に
と
り
重
要
で
あ
る
の
は
、
ト
リ
ノ
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
ト
リ
ノ
の
ス
ト
の
特
徴
は
、
左
翼
勢
力
が
強
く
、
ス
ト
は
他
地
域
と
異
な
り
フ
ァ
シ
ス
ト
を
全
く
抜
き
に
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
工

場
内
部
委
員
会
の
問
題
を
軸
に
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
簡
単
に
ス
ト
の
経
過
を
辿
ろ
う
。

　
ト
リ
ノ
で
は
金
属
機
械
工
の
賃
金
は
ミ
ラ
ノ
に
比
し
て
高
く
、
A
M
M
A
（
金
属
機
械
、
類
似
工
業
家
協
会
）
に
よ
れ
ば
二
四
年
十
月
の
ミ

ラ
ノ
睾
均
腐
給
血
・
五
八
リ
ラ
に
対
し
て
ト
リ
ノ
で
は
三
リ
ラ
と
な
ぞ
い
％
・
ま
た
一
盛
年
三
月
の
藁
家
と
当
該
霧
の
内
部
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

員
会
と
の
協
定
で
、
ミ
ラ
ノ
で
生
じ
た
よ
う
な
事
態
は
回
避
さ
れ
た
。
が
賃
上
げ
問
題
は
基
本
的
に
は
未
解
決
で
、
三
月
＝
一
一
日
F
I
O
M
の

ト
リ
ノ
支
部
指
導
協
議
会
は
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
の
機
械
工
と
の
連
帯
を
決
議
し
、
A
M
M
A
に
賃
金
の
再
検
討
と
州
の
労
働
協
約
の
締
結
を
要

求
す
る
。
そ
の
根
拠
は
、
前
年
一
二
月
の
賃
金
の
改
訂
も
そ
の
後
の
生
活
費
の
騰
貴
で
無
に
帰
し
た
こ
と
、
各
内
部
委
員
会
毎
に
結
ば
れ
た
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

約
は
逆
に
工
場
間
に
格
差
を
生
み
出
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
工
業
家
の
感
応
は
、
F
1
0
M
で
あ
れ
、
協
同
体
で
あ
れ
、
組
合
の
介
入
を
排
除
し
て
工
場
内
部
委
員
会
と
個
々
に
交
渉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

行
な
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
点
で
は
非
妥
協
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
七
日
F
I
O
M
は
、
S
N
O
M
、
U
I
L
の
参
加
を
も
っ
て
ス
ト
を
宣

　
　
⑥

癒
す
る
。
一
五
日
県
知
事
は
「
ト
リ
ノ
の
工
場
の
一
部
で
は
工
業
家
と
労
働
老
と
の
間
に
は
相
違
が
な
く
、
だ
か
ら
そ
れ
ら
の
工
場
で
の
起
り

う
べ
き
ス
ト
は
た
だ
ミ
ラ
ノ
の
五
衰
達
へ
の
連
帯
行
為
と
し
て
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
報
じ
、
ま
た
ト
リ
ノ
の
工
業
家
同
盟
の
詣
導
協
議
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会
は
①
ス
ト
は
い
か
な
る
予
告
も
な
し
に
実
施
さ
れ
た
、
②
労
働
の
放
棄
の
理
由
と
な
る
よ
う
な
緊
急
な
労
働
老
の
要
求
は
存
在
し
な
い
、
③

最
近
一
致
が
な
さ
れ
、
工
場
の
大
部
分
に
お
い
て
、
労
組
の
直
接
の
代
表
者
の
完
全
な
同
意
を
も
っ
て
賃
金
の
改
善
が
与
え
ら
れ
た
と
し
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ト
は
経
済
的
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
ミ
ラ
ノ
と
の
連
帯
と
い
う
政
治
的
な
も
の
と
批
難
す
る
。

　
他
方
フ
ァ
シ
ス
ト
の
側
も
、
一
三
日
の
協
同
体
加
盟
の
労
働
者
、
職
員
の
集
会
で
、
　
「
絶
え
ず
生
み
出
し
て
い
た
重
大
で
無
数
の
不
都
合
の

た
め
に
か
つ
て
放
棄
さ
れ
て
い
た
制
度
、
労
働
者
の
直
接
的
了
解
と
い
う
制
度
－
今
や
克
服
さ
れ
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
一
を
新
た
に
樹

立
し
て
」
交
渉
か
ら
組
合
組
織
を
排
除
し
て
い
る
と
、
内
部
委
員
会
を
批
難
し
、
工
業
家
を
攻
撃
し
、
ミ
ラ
ノ
と
の
連
帯
の
た
め
組
合
連
盟
の

副
書
記
の
派
遣
を
決
定
、
そ
し
て
「
ミ
ラ
ノ
の
同
志
と
同
僚
の
側
に
た
っ
て
、
闘
争
に
参
加
す
る
機
会
を
速
や
か
に
決
定
し
、
ピ
エ
モ
ン
テ
の

工
業
家
も
以
前
か
ら
否
定
し
、
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
こ
の
利
害
の
効
果
的
な
擁
護
の
た
め
」
争
議
委
員
会
を
樹
立
す
る
。
一
五
日
に
は
闘
争
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

用
意
の
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
一
方
、
ミ
ラ
ノ
で
の
交
渉
の
成
り
行
き
を
見
守
る
こ
と
を
決
定
。
だ
が
一
五
日
に
ミ
ラ
ノ
で
の
交
渉
が
妥
結
し

た
の
で
・
一
吉
ト
リ
ノ
で
ス
ト
が
宣
言
さ
れ
た
暁
フ
・
シ
ス
ト
は
・
支
薯
が
少
な
い
こ
触
と
り
わ
け
工
襲
が
交
渉
の
唯
一
の
当
事

者
と
し
て
認
め
た
内
部
委
員
会
で
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
フ
ァ
シ
ス
ト
の
勢
力
が
弱
い
た
め
、
き
わ
め
て
困
難
な
立
場
に
置
か
れ
る
。
F
I
O

M
と
の
対
抗
上
ス
ト
参
加
は
必
要
で
あ
る
が
、
ミ
ラ
ノ
で
は
協
定
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
こ
で
一
七
日
F
I
O
M
が
全
責
任
を
負
う
ス
ト
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

参
加
し
な
い
よ
う
労
働
老
に
訴
え
、
工
業
家
に
対
し
て
協
同
体
と
の
み
交
渉
す
る
よ
う
求
め
た
最
後
通
牒
を
送
る
。
A
雌
M
A
は
回
答
せ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

逆
に
工
場
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
フ
ァ
シ
ス
ト
系
労
働
者
は
会
社
側
に
よ
り
排
除
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
苦
境
に
陥
っ
た
フ
ァ
シ
ス
ト
の
と
り
う
る
唯
一
の
道
は
、
他
と
は
異
な
っ
て
ト
リ
ノ
で
は
政
府
、
協
同
体
中
央
、
党
へ
の
直
接
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

入
の
要
請
し
か
存
在
し
な
い
。
内
桐
フ
ェ
デ
ル
ゾ
ー
二
は
県
知
事
あ
て
電
報
で
共
産
主
義
者
の
解
雇
を
要
請
、
一
八
日
ロ
ッ
ソ
ー
二
は
個
人
的

に
介
入
し
、
ロ
ソ
バ
ル
デ
ィ
ア
協
定
の
無
条
件
の
適
用
を
工
業
家
に
求
め
、
フ
ァ
シ
ス
ト
に
対
し
て
は
「
宣
言
さ
れ
た
ス
ト
に
は
無
関
係
で
い

る
」
よ
う
訴
え
る
。
ト
リ
ノ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
コ
ミ
．
一
ニ
ケ
は
「
フ
ァ
シ
ス
ト
党
加
盟
の
全
機
械
工
は
フ
ァ
シ
ス
ト
協
同
体
の
ト
リ
ノ
連
盟
か

ら
解
せ
ら
れ
て
い
る
指
導
に
服
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
服
し
て
直
ち
に
規
律
を
も
っ
て
、
労
働
を
再
開
す
べ
き
で
あ
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⑬

る
」
と
宣
言
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
だ
が
、
工
業
家
督
の
非
妥
協
的
姿
勢
の
前
に
、
F
I
O
M
は
、
交
渉
を
継
続
は
す
る
が
ス
ト
は
解
除
す
る
こ
と
を
一
九
露
決
定
す
る
。
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
も
理
由
を
明
白
に
示
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
中
の
「
諸
君
の
示
威
運
動
は
ミ
ラ
ノ
の
そ
れ
の
よ
う
に
、
三
日
間
続
き
、
圧
倒
的

に
成
功
し
た
」
と
い
う
言
葉
や
、
ま
た
共
産
主
義
者
へ
の
反
論
「
ス
ト
は
力
を
示
す
た
め
に
宣
言
さ
れ
、
下
心
の
あ
る
者
の
外
は
、
漏
れ
も
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

富
に
そ
の
目
的
を
達
し
た
と
い
う
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ミ
ラ
ノ
の
場
合
と
同
様
に
、
動
員
力
に
示
さ
れ
た
力

の
誇
示
に
満
足
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
レ
か
し
な
が
ら
、
　
「
も
し
ス
ト
に
よ
り
正
確
な
経
済
的
方
向
を
与
え
る
か
、
あ
る
い
は
示
威
的
成
功
で
満
足
す
る
と
す
れ
ば
、
問
題
は
今
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ど
の
よ
う
に
し
て
ス
ト
を
終
ら
せ
る
か
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
終
結
さ
せ
ら
れ
た
ス
ト
は
、
獲
得
目
標
を
何
ら
達
成
せ
ず
、
も
っ

ぱ
ら
工
業
家
側
の
攻
勢
の
も
と
に
な
さ
れ
、
労
働
者
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
む
し
ろ
昂
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
C
G
L
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

F
工
O
M
の
ス
ト
指
導
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
共
産
党
の
、
四
月
四
日
の
F
I
A
T
の
内
部
互
助
金
庫
の
選
挙
、
五
月
二
三
日
の
内
部
委
員

　
⑱

会
選
挙
に
お
け
る
著
し
い
勢
力
伸
長
と
勝
利
が
示
し
て
い
る
。
ま
た
内
部
委
員
会
で
も
勢
力
が
弱
く
、
工
業
家
と
の
交
渉
か
ら
一
貫
し
て
排
除

さ
れ
続
け
た
フ
ァ
シ
ス
ト
は
、
そ
の
後
こ
の
内
都
委
員
会
に
そ
の
具
体
的
な
攻
撃
目
標
を
し
ぼ
る
。

　
内
部
委
員
会
は
、
こ
の
時
期
、
イ
タ
リ
ア
社
会
に
お
い
て
労
働
者
が
自
由
に
そ
の
意
志
を
表
現
し
う
る
最
後
の
機
関
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

「
協
同
体
の
わ
き
腹
の
と
げ
」
で
あ
っ
た
。
な
か
ん
ず
く
そ
の
選
挙
結
果
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
成
立
後
二
年
を
経
過
し
て
も
、
大
半
の
労

働
者
は
、
表
面
的
に
は
フ
ァ
シ
ス
ト
協
同
体
に
移
行
し
た
と
い
っ
て
も
、
本
質
的
に
は
な
お
そ
の
説
く
大
義
を
全
く
受
け
容
れ
て
い
な
い
こ
と

を
明
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
工
業
家
が
内
部
委
員
会
と
の
み
交
渉
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
は
、
事
実
上
交
渉
か
ら
フ
ァ
シ
ス
ト
を
排
除
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
の
組
合
代
表
の
独
占
の
大
き
な
障
害
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
ス
ト
終
結
後
、
内
部
委
員
会
の
廃
止
と
そ
れ
に
替
る
協
同
体
の
任
命
に
な
る
工
場
信
託
者
の
設
置
を
再
度
要
求
す
る
に
至
る
。
そ
し

て
八
月
の
F
I
A
T
と
そ
の
共
産
主
義
者
が
多
数
の
内
部
委
員
会
と
の
一
致
を
契
機
と
し
て
、
武
力
行
使
の
威
嚇
と
党
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
支
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⑳

持
を
も
っ
て
、
八
月
三
〇
日
ま
で
に
重
要
な
内
部
委
員
会
を
廃
止
に
追
い
込
ん
だ
。
フ
ァ
シ
ス
ト
の
圧
力
に
屈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
工
業
家
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

だ
が
内
部
委
員
会
廃
止
の
責
任
は
政
府
が
負
う
よ
う
求
め
て
責
任
を
回
避
し
、
他
方
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
要
求
す
る
工
場
信
託
者
に
は
激
し
く
抵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

抗
す
る
。
こ
う
し
て
十
月
二
日
の
ヴ
ィ
ド
ー
二
宮
協
定
の
締
結
に
至
る
が
、
そ
れ
は
内
部
委
員
会
の
廃
止
の
み
を
定
め
た
も
の
で
、
十
月
語
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
言
明
に
よ
っ
て
工
場
信
託
老
は
否
認
さ
れ
る
。

ファシスト・サンディカリズムの理念と現実（桐生）

　
次
に
他
の
地
域
の
動
勢
に
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
リ
グ
ー
リ
ア
で
は
F
I
O
M
は
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
や
ピ
エ
モ
ン
テ
の
組
織
力
を
欠
い
て

お
り
、
著
し
く
勢
力
が
弱
い
。
そ
れ
に
対
し
て
協
同
体
は
、
そ
の
指
導
者
ピ
ゲ
ッ
テ
ィ
が
「
リ
グ
ー
リ
ア
で
は
政
治
的
理
由
の
た
め
の
い
か
な

る
連
帯
ス
ト
も
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
下
部
に
命
じ
た
と
い
う
事
実
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
情
勢
を
完
全
に
掌
握
し
て
お
り
、
ス
ト
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
う
事
態
に
至
ら
ず
に
工
業
家
と
の
妥
協
に
達
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
こ
れ
に
反
し
て
、
ト
リ
エ
ス
テ
と
モ
ン
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
の
造
船
所
を
中
心
と
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
リ
ア
で
は
F
1
0
M
の
勢
力
が
強

い
。
更
に
指
摘
し
う
る
特
徴
は
、
戦
後
に
お
け
る
造
船
業
の
復
興
は
政
府
の
大
巾
な
援
助
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
造
船
主
は
親
フ
ァ
シ

ス
ト
的
で
あ
り
、
少
な
か
ら
ざ
る
資
金
援
助
を
行
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
妾
地
の
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
の
指
導
者
は
、
三

月
＝
日
経
営
者
側
と
交
渉
中
で
あ
っ
て
、
交
渉
が
階
礁
に
乗
り
あ
げ
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
レ
シ
ア
の
影
響
を
受
け
て
ス

ト
を
宣
言
す
る
。
参
加
者
は
ト
リ
エ
ス
テ
で
ご
く
わ
ず
か
、
モ
ン
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
で
四
千
七
百
人
と
な
ん
と
か
体
面
を
保
つ
。
だ
が
一
八
日
に

は
F
亙
O
M
の
介
入
を
も
っ
て
、
全
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
リ
ア
に
拡
大
す
る
。
そ
こ
で
フ
ァ
シ
ス
ト
の
孤
立
を
救
い
、
ま
た
そ
れ
を
規
律
づ

け
る
た
め
、
当
地
の
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
と
関
係
な
し
に
、
政
府
の
直
接
介
入
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
で
妥
協
に
達
す
る
。
一
方
F

I
O
M
は
二
四
日
ま
で
ス
ト
を
継
続
す
る
。
こ
の
よ
う
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
リ
ア
で
も
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
と
同
じ
よ
う
な
事
態
の
経
過

を
辿
る
が
、
雑
題
は
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
ト
リ
エ
ス
テ
の
機
械
工
、
製
鉄
工
合
同
県
組
合
の
指
導
評
議
会
は
二
〇
日
の
協
定
に
抗
議
し
て
辞
任

し
、
協
同
体
の
紐
合
規
律
の
も
ろ
さ
を
暴
露
す
る
。
ま
た
ス
ト
の
結
果
は
、
賃
上
げ
が
ミ
ラ
ノ
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
不
満
、
経
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営
者
側
の
強
い
不
満
、
を
逆
に
か
き
た
て
る
結
果
と
な
り
、
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
の
無
秩
序
ぶ
り
を
他
の
地
域
以
上
に
さ
ら
け
出
す
結
果
で
終
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
リ
ア
で
は
組
合
秩
序
の
上
か
ら
の
導
入
の
必
要
性
を
直
接
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

①
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
、
ト
リ
エ
ス
テ
、
ナ
ポ
リ
等
に
つ
い
て
は
切
。
¢
〈
ρ
Q
鳶
§
－

　
愚
ミ
餅
℃
や
H
8
窄
メ

②
舅
臣
訂
暮
ρ
息
．
ミ
ニ
づ
や
画
罫
無
α
戸
ミ
．

③
N
窯
鉢
り
脅
？
8
協
定
の
内
容
は
℃
や
お
O
点
P
㎝
P

④
　
《
Q
巳
莚
y
置
日
霞
N
ρ

⑤
　
そ
の
典
型
的
黙
例
が
一
七
日
の
F
I
A
T
の
A
M
M
A
か
ら
の
脱
退
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
内
部
委
員
会
と
交
渉
す
る
た
め
、
自
己
の
方
で
も
ト
リ
ノ
の
工
業
家
の
組

　
織
か
ら
脱
退
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
ス
タ
ン
パ
』
　
（
三
月
一
八
日
）
の
F
I
A
T

　
社
長
ア
ニ
ェ
ッ
リ
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
…
「
わ
が
工
場
に
は
、
わ
が
従
業
員
を
代
表

　
し
て
い
る
内
部
委
員
会
が
存
在
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
に
よ
り
任
命
さ

　
れ
る
信
託
者
と
交
渉
す
る
。
工
揚
の
外
で
委
認
貝
会
が
あ
れ
や
こ
れ
や
の
組
織
に
参

　
加
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
関
係
な
い
の
で
、
全
く
心
配
し
て
い
な
い
」
。

　
¢
q
＜
P
O
ミ
鷲
ご
憾
ミ
馬
二
や
H
O
紹
戸
ぱ
紳
　
な
お
こ
の
事
件
に
関
し
て
は
嵐
．

　
誇
町
暮
P
o
》
駄
卦
℃
や
自
り
1
8
嘲
く
銭
⑦
鼠
o
O
騨
ω
需
。
昌
。
く
ρ
這
鱒
ミ
ミ
’
6
0
ユ
ロ
。

　
お
間
ど
℃
や
激
心
ふ
…
局
6
0
巳
。
〈
ρ
o
》
職
妹
こ
℃
や
ω
Q
。
ω
ム
●

⑥
《
6
巳
銭
y
ミ
導
9
震
ρ

⑦
し
d
¶
d
＜
P
Q
ミ
§
愚
ミ
帖
二
℃
℃
■
同
8
①
ー
メ

⑧
　
男
O
o
H
α
o
く
2
0
》
無
赴
娼
や
ら
。
G
。
h
l
b
⊃
・

⑨
　
一
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十
日
ア
ル
ナ
ル
ド
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
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ド
ゥ
ー
チ
ェ
の
弟
）
は
『
ポ
ー
ポ
ロ

　
・
デ
ィ
タ
リ
ア
隔
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
「
F
工
A
T
の
内
部
互
助
金
庫
の
最
近

　
の
投
票
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
徴
候
で
あ
る
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…
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一
万
六
千
以

　
上
の
投
票
し
た
労
働
者
の
う
ち
半
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共
産
主
義
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の
リ
ス
ト
を
、
他
の
半

　
分
が
F
王
O
M
の
リ
ス
ト
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是
認
し
た
。
…
…
根
本
で
は
労
働
者
階
級
は
な
お
搾

　
取
さ
れ
る
者
、
搾
取
す
る
者
の
区
別
を
信
じ
て
い
る
。
そ
し
て
復
雑
な
近
代
生
活

　
の
真
実
と
本
質
を
完
全
に
は
理
解
し
な
か
っ
た
」
　
（
さ
ミ
凸
》
や
ω
。
。
刈
）
。
他
方
こ
の

　
選
挙
で
フ
ァ
シ
ス
ト
は
、
勝
利
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
F
1
0
M
に
対

　
抗
す
る
た
め
、
共
産
党
の
リ
ス
ト
に
投
票
し
た
。
　
《
O
o
嵩
δ
お
山
¢
一
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。
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℃
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ファシスト・サソデ6カリズムの理念と現実（桐生）

三
　
国
家
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム

　
前
章
で
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
を
金
属
機
械
工
の
ス
ト
と
い
う
現
実
に
照
ら
し
て
み
て
き
た
。
そ
こ
で
確
認
さ
れ
る
点
は
、
状

況
を
打
開
す
べ
く
康
ら
ス
ト
に
突
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
は
ス
ト
指
導
に
お
け
る
そ
の
無
能
さ
を
更

に
確
認
す
る
こ
と
で
終
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
「
フ
ァ
シ
ス
ト
活
動
の
数
年
後
、
協
同
体
へ
の
好
意
的
な
一
切
の
国
家
の
力
と
共
に
、
国
家
に
お

け
る
絶
対
的
支
配
の
二
年
半
後
、
協
同
体
は
労
働
者
大
衆
を
獲
得
す
る
の
に
成
功
せ
ず
、
自
己
の
意
図
の
善
意
も
、
勤
労
者
の
利
益
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

自
己
の
存
在
の
有
用
性
を
も
納
得
さ
せ
る
の
に
成
功
し
な
か
っ
た
」
と
『
コ
ッ
リ
エ
ー
レ
・
デ
ッ
ラ
・
セ
ー
ラ
』
　
（
三
月
二
〇
日
）
が
論
評
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
よ
う
に
、
協
奏
体
の
数
的
勢
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
質
的
に
は
労
働
老
は
依
然
と
し
て
伝
統
的
な
階
級
組
織
を
支
持
し
て
お
り
、
工
業
家

も
、
そ
の
説
く
階
級
協
力
を
自
己
の
利
益
の
た
め
に
の
み
利
用
し
た
に
す
ぎ
ず
、
協
同
体
は
、
ス
ト
指
導
に
お
い
て
さ
ら
け
出
さ
れ
た
下
部
の

規
律
無
視
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
自
体
を
も
脅
や
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
ス
ト
の
最
終
的
な
収
拾
に
お
い
て
示
さ
れ
た
よ
う

に
、
党
、
国
家
、
の
下
へ
身
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
解
決
の
道
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
ス
ト
終
結
後
の
四
月
二
四
、
二
五
臼
の
大
評
議
会
は
一
応
の
総
括
を
下
す
。
　
「
国
家
生
活
へ
の
組
合
自
体
の
徐
々
の
調
和
的
挿
入
」
の
必
要
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性
を
再
確
認
し
、
ま
た
「
協
同
体
に
よ
り
宣
言
さ
れ
た
ス
ト
は
戦
争
行
為
で
あ
る
」
と
し
、
一
切
の
平
和
的
手
段
が
尽
き
た
時
に
の
み
訴
え
ら

れ
る
も
の
と
さ
れ
、
明
確
な
醤
的
を
も
っ
た
フ
ァ
シ
ス
ト
の
ス
ト
を
「
例
外
」
と
し
、
「
遠
い
到
達
不
能
の
目
標
を
も
っ
た
革
命
的
体
操
行
為
」

で
あ
る
社
会
主
義
者
の
ス
ト
を
「
規
則
」
で
あ
る
と
し
て
区
別
し
、
更
に
「
連
帯
ス
ト
」
を
否
定
し
、
そ
し
て
ス
ト
は
党
と
協
同
体
の
最
高
機

関
の
前
も
っ
て
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
、
他
方
組
合
運
動
の
指
導
者
カ
ー
ド
ル
の
修
正
、
つ
ま
り
組
合
指
導
者
の
粛
清
へ
の
着
手
、
協
同
体
、

党
、
及
び
フ
ァ
シ
ス
ト
漿
連
の
共
通
の
一
致
に
よ
る
協
同
体
県
書
記
の
任
命
と
、
こ
う
し
て
協
同
体
の
党
へ
の
従
属
が
決
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
方
向
は
、
そ
の
直
後
（
二
五
臼
－
二
七
日
）
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
協
同
体
全
国
協
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
。
諮
記
長
煩
ッ
ソ
ー

二
は
、
党
へ
の
従
属
は
事
態
の
必
然
的
成
り
行
き
で
あ
る
と
し
、
逆
に
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
効
果
を
指
摘
し
た
。
①
C

G
L
の
競
争
の
排
除
、
②
労
働
党
機
関
の
亡
霊
の
追
放
、
⑧
工
業
総
同
盟
に
独
占
的
な
協
約
を
課
す
こ
と
が
可
能
、
④
労
働
争
議
へ
の
党
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

与
、
⑤
組
合
独
占
と
、
労
働
団
体
に
お
け
る
特
権
的
立
場
の
確
保
。
こ
の
こ
と
は
、
書
記
長
自
ら
対
工
業
家
と
の
関
係
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ス
ト

協
同
体
の
無
力
を
認
め
、
党
、
国
家
の
庇
護
の
下
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
純
粋
に
組
合
運
動
の
分
野
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
非
フ
ァ
シ
ス

ト
系
組
織
を
、
組
合
外
の
力
を
も
っ
て
打
倒
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
だ
が
他
方
、
こ
の
協
議
会
に
お
い
て
次
の
二
点
を
含
ん
で
い
る
協
同
体
指
導
部
の
提
出
し
た
政
府
へ
の
要
求
が
採
択
さ
れ
た
。
①
フ
ァ
シ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ト
組
合
の
み
の
法
的
承
認
、
②
国
民
経
済
省
の
根
本
的
改
組
。
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
そ
れ
以
前
か
ら
の
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
の
要
求
点
、
そ

れ
は
組
合
の
国
家
機
関
化
で
あ
り
、
そ
う
な
る
こ
と
に
よ
り
国
家
の
経
済
活
動
の
機
関
に
関
与
す
る
と
い
う
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ス
ト
の
姿
勢
が
特

に
②
の
要
求
に
お
い
て
依
然
と
し
て
不
変
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
組
合
を
権
力
維
持
の
手
段
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
ム
ッ
ソ
リ

ー
ニ
に
よ
り
、
そ
れ
は
無
視
さ
れ
、
十
月
初
め
、
組
合
問
題
は
、
ヴ
ィ
ド
ー
二
宮
協
定
と
十
月
六
日
の
大
評
議
会
決
議
を
も
っ
て
、
新
た
な
段

階
を
迎
え
る
。
そ
の
こ
と
は
他
方
で
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
マ
ッ
テ
オ
ッ
テ
ィ
事
件
に
よ
る
政
治
的
危
機
を
最
終
的
に
乗
り
切
り
、
独
裁
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
時
期
と
も
照
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ヴ
ィ
ド
ー
二
宮
協
定
は
、
協
同
体
総
同
盟
、
工
業
総
同
盟
に
労
働
者
、
雇
用
主
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
独
占
的
代
表
性
を
承
認
し
、
す
で
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⑥

に
み
た
よ
う
に
内
部
委
員
会
の
廃
止
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
十
月
六
日
の
大
評
議
会
に
お
い
て
「
組
合
現
象
は
1
近
代
生
活
の
必
要
で
、

抑
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
側
面
一
1
国
家
に
よ
り
管
理
さ
れ
、
国
家
に
よ
り
整
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
だ
か
ら
雇
用
主
組
合
で
あ
れ
、
勤
労

老
組
合
で
あ
れ
、
法
的
に
承
認
さ
れ
、
国
家
の
管
理
の
も
と
に
置
か
れ
る
べ
き
」
こ
と
、
　
「
唯
一
、
フ
ァ
シ
ス
ト
組
A
三
の
み
の
法
的
承
認
、

労
働
裁
判
所
の
設
概
、
そ
し
て
階
級
の
自
己
防
衛
手
段
と
し
て
の
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
、
ス
ト
の
禁
止
等
が
決
定
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
こ
れ
を
受
け
て
一
二
月
工
業
総
同
盟
は
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
い
う
名
称
を
正
式
に
採
用
し
、
二
六
年
一
月
三
日
、
大
評
議
会
は
党
書
記
長
フ

・
リ
ナ
・
チ
に
・
フ
・
シ
ス
ト
エ
業
総
岡
盟
の
総
裁
ベ
ン
ニ
・
雷
嚢
オ
リ
ヴ
・
ッ
テ
・
の
。
－
了
フ
・
・
シ
・
加
盟
を
許
可
ゆ
三
月
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

日
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
大
評
議
会
に
お
い
て
、
ベ
ン
ニ
が
そ
の
一
員
と
な
っ
た
こ
と
に
祝
辞
を
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
工
業
総
同
盟
は
自
ら

「
フ
ァ
シ
ス
ト
化
」
し
た
。

　
一
方
協
同
体
は
、
ヴ
ィ
ド
ー
二
宮
協
定
に
よ
っ
て
そ
の
法
的
承
認
と
、
そ
の
帰
結
と
し
て
フ
ァ
シ
ス
ト
組
合
に
よ
る
労
働
代
表
の
独
占
を
獲

得
し
、
　
「
国
家
へ
の
組
み
込
み
」
、
国
家
機
関
化
と
い
う
目
標
を
達
志
し
た
か
に
見
え
る
が
、
し
か
し
、
十
月
六
日
の
大
評
議
会
決
議
は
、
組

合
の
党
へ
の
従
属
を
越
え
て
、
国
家
に
よ
る
厳
し
い
管
理
下
に
入
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
二
五
年
六
月
の
党
大
会
で
ロ
ッ
ソ
ー
二
は
「
国
家

サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
ω
首
壁
。
農
ω
白
○
象
ω
冨
8
に
つ
い
て
は
語
る
な
。
む
し
ろ
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
国
家
に
挿
入
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
言
っ
て
欲
し
い
」
と
発
言
者
を
さ
え
切
っ
た
が
、
現
実
は
ま
さ
し
く
国
家
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
実
現
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
二
五
年
十
月
二

八
日
に
ム
ヅ
ソ
リ
ー
二
の
発
す
る
「
全
て
は
国
家
の
も
と
に
、
国
家
の
外
に
何
も
な
く
、
國
家
に
反
し
て
何
も
な
い
」
と
い
う
国
家
至
上
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
う
た
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
包
摂
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
二
五
年
一
一
月
に
議
会
に
提
出
さ
れ
、
翌
年
四
月
に
公
布
さ
れ
る
組
合
法
、
二
六
年

七
月
二
日
の
協
同
体
省
の
設
置
を
も
っ
て
、
逆
に
国
家
が
組
合
に
干
渉
し
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
雇
用
主
、
労
働
者
双
方
を
フ
ァ
シ

ス
ト
の
組
合
機
構
に
包
摂
し
、
も
っ
て
自
律
的
に
国
家
の
経
済
的
分
野
を
担
う
と
い
う
フ
ァ
シ
ス
ト
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
方
向
は
最
終
的

に
挫
折
し
、
そ
れ
以
後
の
A
・
炉
ッ
コ
に
よ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
家
体
制
の
も
と
で
、
単
な
る
国
家
の
一
機
関
と
な
り
、
協
同
体
は
、
フ
ァ
シ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ム
の
大
衆
支
配
の
手
段
と
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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①
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喚
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℃
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噸

⑨
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⑩
鋭
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矯
葺
簿
。
詳
毫
．
職
譜
℃
・
ヨ
。
。
．

⑪
国
蜜
島
。
。
o
ぎ
押
O
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⑫
念
の
た
め
に
付
言
し
て
お
け
ば
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
協
同
体
は
フ
ァ
シ

　
ス
ト
組
合
の
鋼
名
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
μ
ッ
ソ
ー
二
の
「
統
合
組
合
」
の

　
思
想
に
協
同
体
の
固
有
の
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
で

　
の
そ
の
意
味
づ
け
が
全
面
展
開
さ
れ
て
く
る
の
は
こ
れ
以
後
で
あ
る
。

　
（
付
記
。
本
稿
作
製
に
あ
た
り
『
ウ
ニ
タ
』
の
復
刻
版
の
利
用
に
関
し
て
、
桃

由
学
院
大
学
図
書
館
関
係
者
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。
）
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大
学
研
修
貴
　
京
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The　Raw　Cotton　Circulation　in　a　Local　Market

　　　　of亡he　Early　Twentieth　Century　China

　　　　　　by

　ハKoichi　Yoshida

　　The　matkets　in　the　agricultural　districts　in　the　early　twentieth

century　China，　it　has　been　said　so　far，　．had　sem1一feudal　characters．

The　oplnion　hitherto　accepted　is　that　the　intermediary　market－places

in　the　villages　were　placed　under　the　control　of　mercaptile　capital

forming　a　trinity－landholder，　merchant　and　usurer－and　that　the

peasant－produeers　who　were　forced　into　an　unequivalent　exchange

couldn’t　accumulate　any　surplus　in　their　own　hands．　Moreover，　it　has

been　regarded　that　the　incorporatioR　of　Chinese　agriculture　into　the

world－market　could　not　change　this　traditiona！　mar1〈et－structure　and

that　it　merely　enlarged　the．opportunity　of　the　merchants’　exploitatlon．

　　The　author　aims　to　reconsider　that　theory　of　the　semi－colonial　and

semi－feudal　markets．　As　the　first　step　of　his　reconsideratlon，　he　inve－

stigates　the　trading　relation　between　the　peasants　and　the　merchants

in　one　of　the　local　raw　cotton　marl〈et－places　that　supplied　raw　cotton

in　T’ien　chin天津，　which　developed　rapidly　after　1910s．　Different　from［

the　accepted　theory，　there　in　the　local　market　a　law　of　value　pre－

vailed，　and　the　merchants　were　not　necessarily　！andho！ders，　but　agrarian

merchan£s　who　arose　continually　among　the　cotton－producing　peasants．

］i｛e　takes　up　an　agrarian　market　in　lfo　Pei　sheng，　feng　jun　hsein，　hstian

chuang　chen河北省豊潤一二荘鎮as　an　object　of　his　investigation．．

L’ideale　e　la　realt2　del　sindacalismo　fascista

　　　　　　di

Naotake　Kiriu

　　1　sindacalisti　fascisti　pongono　come　loro　ideale　la　collaborazione　di

c1asse，　cioe　la　subordinazione　alle　interesse　supreme　di　Naziome，　quelle

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（314）



particolari　di　classe．　Ma丘no　alla伽e　1925　in　cui　la　base　del　governo

fasc1sta　non　e　ancora　stabile，　anche　i　sindalisti　fascisti　dirigono　degli

scioperi　per　superare　la　situazione　difficile　nata　dal　dissidio　fra　i　sinda－

cati　fascisti　e　i　padroni，　da！la　fedeltb　degli　operai　verso　la　loro　vecchia

organizazzione，　dalla　crisi　de1　fascismo　stesso　dopo　il　delitto　Matteottl．

Gli　scioperi　dei　metallurgici　del　inarzo　’1925　proinossi　dai　fascisti　si

collocano　come　punto　di　culmjne　di　una　serie　di　questi　scioperi．

　　L’obbiettlvo　di　questo　articolo　6　che　esaminando　antinomia　fra

1’ideale　e　la　realta　del　sindacalismo’fascista　attraverso　questi　scioperi，

ehiarisce　il　processo　d’inquadrameto　dei　sindacati　nello　Stato，　malgrado

loro　prima　idea：　Stato　sindacale．

（313）




